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２月臨時会や３月定例会の内容をお伝えします
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表紙：浅間小学校開校式

編
集
後
記

　
菜
の
花
畑
に
蝶
が
舞
い
あ
そ
び
、
春
爛

漫
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
ピ
カ
ピ
カ
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
元
気
に
学
校
へ
行

く
新
一
年
生
。
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
希
望
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
新
社
会
人
の
皆
様
。輝
く
皆
様
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
天
地
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。

　
本
年
４
月
か
ら
は
浅
間
小
学
校
が
開
校

し
、
町
の
教
育
環
境
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
す
。
町
議
会
と
し
て
も
心
新
た

に
よ
り
一
層
、
町
の
諸
課
題
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
町
民
の
皆
様
の
心
に
よ
り
添
え

る
よ
う
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
新
た
な
議
会
体
制
と
な

り
、
町
民
の
皆
様
に
ご
支
援
・
ご
協
力
い

た
だ
い
た
こ
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
議
会
活
動
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
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広報委員

第４２回長野原町教育研究会研究発表会

長野原町文化講演会

長野原町議会全員協議会

令和６年３月第１回長野原町議会定例会

群馬県市町村振興協会評議員会議事録への署名

長野原町社会福祉協議会理事会

令和６年３月第１回長野原町議会定例会

（２日目）

長野原中学校第１回卒業証書授与式

第８回北軽井沢連絡会議

令和５年度スマイルボウリング大会

応桑小学校卒業式

北軽井沢小学校卒業式

応桑小学校閉校式

北軽井沢小学校閉校式

３組合議会（環境衛生施設組合・衛生施設組合・

西吾妻福祉病院組合）

西吾妻福祉病院組合管理運営協議会

にしあがつま福祉会評議員会

令和６年３月第１回長野原町議会定例会

（３日目）

災害対策特別委員会

上信自動車道 吾妻西バイパス開通記念式典

中央こども園修了証書授与式

応桑こども園修了証書授与式

中央小学校卒業式

社会福祉協議会理事会

第２回共同募金運営委員会

吾妻環境施設組合第１回臨時会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会定例会

1日

3日

5日

7日

12日

13日

14日

15日

18日

19日

20日

21日

22日

26日

27日

長野原町母子寡婦の会総会

吾妻大国魂神社奉賛会長野原支部総会

浅間小学校開校式

浅間小学校入学式

中央小学校入学式

長野原中学校入学式

中央こども園入園式

応桑こども園入園式

広報編集委員会

第12旅団創立23周年・

相馬原駐屯地創設65周年記念行事

ＡＳＡＭＡ　ＰＥＡＫｓお披露目会

▲応桑小学校閉校式

▲北軽井沢小学校閉校式

4日

8日

9日

12日

13日

18日

３月

４月

議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

表紙の写真
令和６年４月８日に挙行されました浅間小学校の開校記
念式典の様子です。



2月臨時会・３月定例会で

こんなことがきまりました

２月臨時会・３月定例会

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９３ ２

　条例改正   　　　　　………　１件

　補正予算　　　　　　………　１件

　その他　　　　　　　………　１件

　合　　計        　………　３件

主なものを当㌻より掲載します。

専決処分   　　　　　………　１件

人事案件   　　　　　………　１件

条例改正   　　　　　………　５件

補正予算   　　　　　………　９件

当初予算   　　　　　………　８件

その他     　　  ………　３件

合　　計        ………２７件

○２月臨時会（会期2/14） ○３月定例会（会期3/5－19）

　
３
月
定
例
会
に
お
い

て
、
条
例
改
正
５
件
、
令

和
６
年
度
各
会
計
予
算
８

件
な
ど
全
27
議
案
（
詳
細

３
㌻
）
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　 

な
お
、
定
例
会
３
日
目

に
は
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
議
員
７
名
が
登
壇
し

ま
し
た
。

（
関
連
12
㌻
～
19
㌻
）

施
政
方
針
演
説

「
長
野
原
町
の

　
　
　
　未
来
へ
の
挑
戦
」

　令
和
６
年
３
月
第
１
回
長
野
原
町
議
会
定
例
会
は
会

期
を
３
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
と
し
て
、
同

月
５
日
・
12
日
・
19
日
に
本
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
27
議
案

原
案
の
と
お
り
可
決

議

　案

戸籍法改正に伴う戸籍等証明書の手数料につ
いて改正するもの

手数料条例の一部を改正

工事請負契約の変更事項及び群馬県市町村総合
事務組合の構成市町村の増減等の事項について
効率的な行政運営のため改正するもの

町長において専決処分することができる事項の
指定についての一部改正

歳入歳出の総額に2250万9千円を加え、
総額を51億4502万6千円とする

令和５年度一般会計補正予算（第５号）

1号

2号

3号

4

ー

6

関連㌻議案番号 議　案　名 内　　容

■２月臨時会で可決した議案一覧

　
３
月
定
例
会
初
日
（
５

日
）
に
萩
原
町
長
に
よ
る

令
和
６
年
度
施
政
方
針
演

説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

演
説
で
は
、
「
つ
な
ぐ
」

「
育
て
る
」
「
共
に
創

る
」
と
い
う
３
つ
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
「
未
来
へ
の

挑
戦
」
を
視
野
に
入
れ
、

選
挙
公
約
で
掲
げ
た
８
つ

の
目
標
を
乗
り
越
え
る
こ

と
で
町
全
体
の
生
き
る
力

を
育
ん
で
い
く
と
、
所
信

表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

施
政
方
針
演
説
行
う

概 要

演 説

承
認

諮
問

議

　
　
　
　
　
　案

吾妻広域町村圏振興整備組合の事務所移転に伴
い住所変更を行う必要が生じたため

専決処分の承認（吾妻広域町村圏振興整備組合
規約の変更）

委員の任期満了に伴う山口百合子氏（再任）の推
薦について意見を求めるもの

人権擁護委員候補者の推薦

富岡市及び榛東村が新たに加入及び負担金の算
出方法の改正を行うため

群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更
に関する協議

吾妻広域消防本部西部消防署長野原分署の施設の老朽
化に伴い建設資金に充当するため権利放棄するもの

地方自治法の改正に伴い、改正するもの

権利放棄につき議決を求めること

監査委員条例の一部改正

令和6年度から令和8年度までの3年間適用される
保険料率の改定を行うもの

失効規定の期限を過疎地域の持続的発展の支援に関する
特別措置法の失効期限と整合を図るため改正するもの

介護保険条例の一部改正

過疎対策のための固定資産税の課税の特例に
関する条例の一部改正

道路法施行令の改正に伴い、改正するもの道路占用料徴収条例の一部改正

町史編さん審議会及び町立学校の学校運営協議
会の設置に伴い、改正するもの

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正

長野原町資源リサイクルセンター利用組合 組合長 恩田明
氏を令和6年4月1日より5年間指定管理者とするもの

資源リサイクルセンターの指定管理者の指定

歳入歳出の総額に5億1744万7千円を加え、
総額を56億6247万3千円とする

歳入歳出の総額から8104万9千円を減額し、
総額を6億6238万7千円とする

令和５年度一般会計補正予算（第６号）

令和５年度国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

歳入歳出の総額に54万2千円を加え、
総額を1億827万1千円とする

歳入歳出の総額から400万円を減額し、
総額を9987万円とする

令和５年度へき地診療所特別会計補正予算
（第３号）

令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算
（第３号）

歳入歳出の総額から700万円を減額し、
総額を1億515万3千円とする

歳入歳出の総額から700万円を減額し、
総額を1億323万3千円とする

令和５年度農業集落排水事業特別会計補正予算
（第２号）

令和５年度公共下水道事業特別会計補正予算
（第２号）

歳入歳出の総額から5646万6千円を減額し、
総額を6億6385万円とする

令和５年度介護保険特別会計補正予算
（第３号）

歳入歳出の総額から190万円を減額し、
総額を615万2千円とする

令和５年度浄化槽整備事業特別会計補正予算
（第１号）

収益的支出の予算の組み替えをするもの
令和５年度北軽井沢簡易水道事業会計補正予算
（第２号）

令和６年度の各会計予算を定めるもの令和６年度一般会計・４特別会計・３事業会計予算

1号

1号

1号
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4号
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12号

13号

14号

15号

16号

17号
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ー

ー

ー

ー

4

ー

ー

ー

5

6

ー

8ー11

関連㌻議案番号 議　案　名 内　　容

■３月定例会で可決した議案一覧

18号
｜

25号



2月臨時会・３月定例会で

こんなことがきまりました

２月臨時会・３月定例会

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９３ ２

　条例改正   　　　　　………　１件

　補正予算　　　　　　………　１件

　その他　　　　　　　………　１件

　合　　計        　………　３件

主なものを当㌻より掲載します。

専決処分   　　　　　………　１件

人事案件   　　　　　………　１件

条例改正   　　　　　………　５件

補正予算   　　　　　………　９件

当初予算   　　　　　………　８件

その他     　　  ………　３件

合　　計        ………２７件

○２月臨時会（会期2/14） ○３月定例会（会期3/5－19）

　
３
月
定
例
会
に
お
い

て
、
条
例
改
正
５
件
、
令

和
６
年
度
各
会
計
予
算
８

件
な
ど
全
27
議
案
（
詳
細

３
㌻
）
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
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な
お
、
定
例
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日
目

に
は
一
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質
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が
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わ
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、
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員
７
名
が
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し

ま
し
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針
演
説

「
長
野
原
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の
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へ
の
挑
戦
」
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第
１
回
長
野
原
町
議
会
定
例
会
は
会

期
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３
月
５
日
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ら
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日
ま
で
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15
日
間
と
し
て
、
同

月
５
日
・
12
日
・
19
日
に
本
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
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案
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お
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可
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戸籍法改正に伴う戸籍等証明書の手数料につ
いて改正するもの

手数料条例の一部を改正

工事請負契約の変更事項及び群馬県市町村総合
事務組合の構成市町村の増減等の事項について
効率的な行政運営のため改正するもの

町長において専決処分することができる事項の
指定についての一部改正

歳入歳出の総額に2250万9千円を加え、
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育
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と
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表
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行
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６
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行
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承
認

諮
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議
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吾妻広域町村圏振興整備組合の事務所移転に伴
い住所変更を行う必要が生じたため

専決処分の承認（吾妻広域町村圏振興整備組合
規約の変更）

委員の任期満了に伴う山口百合子氏（再任）の推
薦について意見を求めるもの

人権擁護委員候補者の推薦

富岡市及び榛東村が新たに加入及び負担金の算
出方法の改正を行うため

群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更
に関する協議

吾妻広域消防本部西部消防署長野原分署の施設の老朽
化に伴い建設資金に充当するため権利放棄するもの

地方自治法の改正に伴い、改正するもの

権利放棄につき議決を求めること

監査委員条例の一部改正

令和6年度から令和8年度までの3年間適用される
保険料率の改定を行うもの

失効規定の期限を過疎地域の持続的発展の支援に関する
特別措置法の失効期限と整合を図るため改正するもの

介護保険条例の一部改正

過疎対策のための固定資産税の課税の特例に
関する条例の一部改正

道路法施行令の改正に伴い、改正するもの道路占用料徴収条例の一部改正

町史編さん審議会及び町立学校の学校運営協議
会の設置に伴い、改正するもの

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正

長野原町資源リサイクルセンター利用組合 組合長 恩田明
氏を令和6年4月1日より5年間指定管理者とするもの

資源リサイクルセンターの指定管理者の指定

歳入歳出の総額に5億1744万7千円を加え、
総額を56億6247万3千円とする

歳入歳出の総額から8104万9千円を減額し、
総額を6億6238万7千円とする

令和５年度一般会計補正予算（第６号）

令和５年度国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

歳入歳出の総額に54万2千円を加え、
総額を1億827万1千円とする

歳入歳出の総額から400万円を減額し、
総額を9987万円とする

令和５年度へき地診療所特別会計補正予算
（第３号）

令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算
（第３号）

歳入歳出の総額から700万円を減額し、
総額を1億515万3千円とする

歳入歳出の総額から700万円を減額し、
総額を1億323万3千円とする

令和５年度農業集落排水事業特別会計補正予算
（第２号）

令和５年度公共下水道事業特別会計補正予算
（第２号）

歳入歳出の総額から5646万6千円を減額し、
総額を6億6385万円とする

令和５年度介護保険特別会計補正予算
（第３号）

歳入歳出の総額から190万円を減額し、
総額を615万2千円とする

令和５年度浄化槽整備事業特別会計補正予算
（第１号）

収益的支出の予算の組み替えをするもの
令和５年度北軽井沢簡易水道事業会計補正予算
（第２号）

令和６年度の各会計予算を定めるもの令和６年度一般会計・４特別会計・３事業会計予算
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■３月定例会で可決した議案一覧

18号
｜
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指定管理・請願・陳情

　請願・陳情は、町議会と町民を直接つなぐ大切な手

段です。町政についての意見や希望があるときは、だ

れでも提出できます。請願には、紹介議員の署名又は

記名押印が必要ですが、陳情は不要です。

〇日本語を用いた文書で提出してください。

〇原則１件ごとに請願・陳情書を作成してください。

〇提出年月日、表題、住所、氏名（押印）、要旨、説明

を記入してください。（請願の場合は加えて１人以

上の紹介議員の署名又は記名押印）

〇必要に応じ地図や写真などの資料を、可能な限り添

付してください。

〇意見（要望）書の提出を求める請願・陳情の場合

は、意見（要望）書の案文と要請機関を添付してく

ださい。

　陳情書及び請願書の提出期限について、令和６年６

月議会定例会審議分より慎重審議を行うため下記のと

おり提出期限を変更いたします。

　お手数をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願い

いたします。

請願書・陳情書の提出の仕方

書式例

陳情書（請願書）提出期限の
変更について

　町議会では、受付された請願・陳情ともに取扱いの差

は基本的にありません。

　いずれも所定の手続きが整っていれば受理され、定

例会で所管の常任委員会に付託された後、慎重に審議

されます。

　委員会での審議後、同一の定例会にて「採択」「不採

択」「継続審査」などの決定がなされ、「採択」の場合は

町や関係機関に対し、請願や陳情の実現を求めます。

請願・陳情の取り扱いについて

長
野
原
町
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
長
野
原
町
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
利
用
組
合
に
よ

る
「
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
」
の
指
定
管
理
期
間
満

了
に
伴
い
、
同
組
合
を
再
び

指
定
管
理
者
と
す
る
も
の
で

す
。
（
左
表
参
照
）

■資源リサイクルセンターの
　指定管理者

【指定管理者】

　団体名：長野原町資源リサイクルセンター　

　　　　　利用組合　

　代表者：組合長　恩田　明　氏

【指定の期間】

　令和６年４月１日～令和11年３月31日

変更前　提出期限　各定例会の前月末日

変更後　提出期限　各定例会の前月２０日

　　　　（閉庁日の場合は翌開庁日）

変更日　令和６年６月定例会から

定例会

６月

９月

１２月

３月

提出期限

５月２０日

８月２０日

１１月２０日

２月２０日

令和６年度の

提出期限

４
区
分
を
新
設
し

負
担
引
き
上
げ

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９５ ４

条例改正・特別委員会

条例
改正指定

管理

介護保険条例の一部改正
　介護保険法に基づき３年ごとの見直しが行われ、

令和６～８年度まで適用される保険料の改定を可決

しました。国の指針に伴い、介護保険制度の持続的

運営を図るため、所得段階をこれまでの９段階から

13段階に変更します。

■介護保険料の新旧対照表（第４段階～第８段階は変更なし）

条例
改正

特別
委員会

手数料条例の一部改正

戸籍証明書等の取得や戸籍の届出が便利になります！！

「国県道改良等促進特別委員会」を開催しました

　令和６年３月１日から、本籍地以外の市区町村の窓口でも、戸籍証明書等を請

求（広域交付）できるようになります。これによって、本籍地が遠くにある方で

も、お住まいや勤務先等の最寄りの市区町村の窓口で請求できます。また、戸籍

届出時の戸籍証明書等の添付が原則不要となります。

　令和６年２月１日（木）、役場委員会室において、群馬県中之条

土木事務所長野原事業所長より事業所における今年度実施している

事業について進捗説明を受けました。

段階 説明
年額（月額） 年額（月額）

改正前 改正後

生活保護受給者、世帯全員が町民税非課税かつ
本人の年金収入が80万円以下の方

世帯全員が町民税非課税かつ本人の年金収入が
80万円超120万円以下

世帯全員が町民税非課税かつ本人の年金収入が
120万円超

町民税課税かつ合計所得金額が320万円以上
420万円未満

町民税課税かつ合計所得金額が420万円以上
520万円未満

町民税課税かつ合計所得金額が520万円以上
620万円未満

町民税課税かつ合計所得金額が620万円以上
720万円未満

町民税課税かつ合計所得金額が720万円以上

1

2

3

9

10

11

12

13

19,500円
（1,625円）

32,400円
（2,700円）

45,400円
（3,783円）

110,200円
（9,183円）

新　設

新　設

新　設

新　設

18,500円
（1,541円）

31,500円
（2,625円）

44,400円
（3,700円）

変更なし

123,200円
（10,266円）

136,100円
（11,341円）

149,100円
（12,425円）

155,600円
（12,966円）

負
担
軽
減

年　　月　　日

※請願のみ
紹介議員
（署名又は記名押印）

〇〇〇〇についての陳情（又は請願）

陳　情　書（又は請願書）

〇〇〇〇についての陳情（又は請願）1.要旨

２.説明

長野原町議会議長 様

年　　月　　日
陳情者（又は請願者）

住所

氏名



指定管理・請願・陳情

　請願・陳情は、町議会と町民を直接つなぐ大切な手

段です。町政についての意見や希望があるときは、だ

れでも提出できます。請願には、紹介議員の署名又は

記名押印が必要ですが、陳情は不要です。

〇日本語を用いた文書で提出してください。

〇原則１件ごとに請願・陳情書を作成してください。

〇提出年月日、表題、住所、氏名（押印）、要旨、説明

を記入してください。（請願の場合は加えて１人以

上の紹介議員の署名又は記名押印）

〇必要に応じ地図や写真などの資料を、可能な限り添

付してください。

〇意見（要望）書の提出を求める請願・陳情の場合

は、意見（要望）書の案文と要請機関を添付してく

ださい。

　陳情書及び請願書の提出期限について、令和６年６

月議会定例会審議分より慎重審議を行うため下記のと

おり提出期限を変更いたします。

　お手数をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願い

いたします。

請願書・陳情書の提出の仕方

書式例

陳情書（請願書）提出期限の
変更について

　町議会では、受付された請願・陳情ともに取扱いの差

は基本的にありません。

　いずれも所定の手続きが整っていれば受理され、定

例会で所管の常任委員会に付託された後、慎重に審議

されます。

　委員会での審議後、同一の定例会にて「採択」「不採

択」「継続審査」などの決定がなされ、「採択」の場合は

町や関係機関に対し、請願や陳情の実現を求めます。

請願・陳情の取り扱いについて

長
野
原
町
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
の
指
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に
つ
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て

　
　
長
野
原
町
資
源
リ
サ
イ
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セ
ン
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ー
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用
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資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
」
の
指
定
管
理
期
間
満

了
に
伴
い
、
同
組
合
を
再
び

指
定
管
理
者
と
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も
の
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。
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参
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）

■資源リサイクルセンターの
　指定管理者

【指定管理者】

　団体名：長野原町資源リサイクルセンター　

　　　　　利用組合　

　代表者：組合長　恩田　明　氏

【指定の期間】

　令和６年４月１日～令和11年３月31日

変更前　提出期限　各定例会の前月末日

変更後　提出期限　各定例会の前月２０日

　　　　（閉庁日の場合は翌開庁日）

変更日　令和６年６月定例会から

定例会

６月

９月

１２月

３月

提出期限

５月２０日

８月２０日

１１月２０日

２月２０日

令和６年度の

提出期限
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分
を
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ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９５ ４

条例改正・特別委員会

条例
改正指定

管理

介護保険条例の一部改正
　介護保険法に基づき３年ごとの見直しが行われ、

令和６～８年度まで適用される保険料の改定を可決

しました。国の指針に伴い、介護保険制度の持続的

運営を図るため、所得段階をこれまでの９段階から

13段階に変更します。

■介護保険料の新旧対照表（第４段階～第８段階は変更なし）

条例
改正

特別
委員会

手数料条例の一部改正

戸籍証明書等の取得や戸籍の届出が便利になります！！

「国県道改良等促進特別委員会」を開催しました

　令和６年３月１日から、本籍地以外の市区町村の窓口でも、戸籍証明書等を請

求（広域交付）できるようになります。これによって、本籍地が遠くにある方で

も、お住まいや勤務先等の最寄りの市区町村の窓口で請求できます。また、戸籍

届出時の戸籍証明書等の添付が原則不要となります。

　令和６年２月１日（木）、役場委員会室において、群馬県中之条

土木事務所長野原事業所長より事業所における今年度実施している

事業について進捗説明を受けました。

段階 説明
年額（月額） 年額（月額）

改正前 改正後

生活保護受給者、世帯全員が町民税非課税かつ
本人の年金収入が80万円以下の方

世帯全員が町民税非課税かつ本人の年金収入が
80万円超120万円以下

世帯全員が町民税非課税かつ本人の年金収入が
120万円超

町民税課税かつ合計所得金額が320万円以上
420万円未満

町民税課税かつ合計所得金額が420万円以上
520万円未満

町民税課税かつ合計所得金額が520万円以上
620万円未満

町民税課税かつ合計所得金額が620万円以上
720万円未満

町民税課税かつ合計所得金額が720万円以上
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19,500円
（1,625円）

32,400円
（2,700円）

45,400円
（3,783円）

110,200円
（9,183円）
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新　設

新　設

新　設

18,500円
（1,541円）

31,500円
（2,625円）

44,400円
（3,700円）

変更なし

123,200円
（10,266円）

136,100円
（11,341円）

149,100円
（12,425円）

155,600円
（12,966円）
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年　　月　　日

※請願のみ
紹介議員
（署名又は記名押印）

〇〇〇〇についての陳情（又は請願）

陳　情　書（又は請願書）

〇〇〇〇についての陳情（又は請願）1.要旨

２.説明

長野原町議会議長 様

年　　月　　日
陳情者（又は請願者）

住所

氏名



２月臨時会・３月定例会（各会計補正予算）

条例改正

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ６

ふるさと応援寄付金増額
　令和５年度一般及び７特別会計補正予算を全員一致で可決しました。今回

の一般会計補正予算は5億3994万円の追加補正を行うもので、主に低所得世

帯支援給付金（住民税均等割のみ課税者に対する給付金）やふるさと応援基

金費などの事業を行うものです。

■２月臨時会（２/14）

　一般会計補正予算（第5号）

　2250万円増額（計51億4502万円）

■３月定例会（３/５）

　一般会計補正予算（第6号）

　5億1744万円増額（計56億6247万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

特別会計補正予算一覧（３月定例会)

特別会計

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

浄 化 槽 整 備 事 業

補正額

△8104万円

54万円

△400万円

△700万円

△700万円

△5646万円

△190万円

補正後総額

6億6238万円

1億827万円

9987万円

1億515万円

1億323万円

6億6385万円

615万円

（千円以下切捨）

外出支援バス運行事業
（14万円）

低所得世帯支援給付金
（住民税均等割のみ課税者に対する給付金）

（1857万円）　

ふるさと応援基金費
（871万円）

３月全員協議会の内容を紹介します

〇
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
９
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
今
回
、策
定
す
る
計
画
で
は
、国
の

示
す
地
域
共
生
社
会
の
考
え
方
を

踏
ま
え
つ
つ
、
継
続
し
て
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
と
共
に
、

現
役
世
代
が
急
減
す
る
２
０
４
０
年

に
向
け
た
視
点
も
踏
ま
え
、
高
齢
者

人
口
や
介
護
ニ
ー
ズ
を
中
長
期
的

に
見
据
え
て
、
各
種
施
策
を
推
進
す

る
。な
お
、
本
計
画
に
お
い
て
介
護
保

険
基
準
保
険
料
は
、
変
わ
ら
ず
据
え

置
い
た
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
第
４
次
障
が
い
者
計
画
、
第
７
期

障
が
い
福
祉
計
画
及
び
第
３
期
障

が
い
児
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　

　
今
回
、策
定
す
る
計
画
で
は
、近
年

の
障
が
い
者
施
策
の
動
向
や
法
制

度
の
動
向
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

障
が
い
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

〇
西
吾
妻
福
祉
病
院
の
経
過
に
つ
い

て　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
他
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
て

い
た
が
、
１
月
に
医
療
・
防
災
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
三
ツ
木
病
院
長
よ

り
、
地
域
住
民
の
安
心
安
全
に
繋
が

る
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
と
し

て
い
き
た
い
と
講
演
い
た
だ
い
た
と

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
地
域
福
祉
計
画
及
び
地
域
福
祉

活
動
計
画
に
つ
い
て
　

　
令
和
元
年
度
に
策
定
後
、
５
年

が
経
過
し
た
こ
と
に
伴
い
、
計
画

更
新
を
行
う
。
次
期
計
画
に
お
い

て
も
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
基
本
理
念
に
、
継

続
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
長
野
原
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
し
、

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
く
と
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

る
共
生
社
会
を
目
指
し
、
本
計
画
を

策
定
し
た
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
群
馬
県
内
市
町
村
国
民
健
康
保

険
税
率
の
完
全
統
一
目
標
年
度
に
つ

い
て

　

　
国
民
健
康
保
健
事
業
の
運
営
の

安
定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
30
年
度
か
ら
群
馬
県
が
市
町
村

と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
を
運
営

し
て
い
る
が
、こ
の
度
、
国
民
健
康
保

険
税
率
の
完
全
統
一
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
、
群
馬
県
よ
り
示
さ
れ

た
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

７　　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９

▲ 「医療×防災」講演会 ▲ 3月全員協議会

主な補正内容

質
疑
応
答

地
域
振
興
施
設
管
理

事
業
工
事
費
の
減
額

に
つ
い
て

　
　
　星
河
議
員
　
地
域
振

　
　
　
興
施
設
管
理
事
業
の

工
事
費
が
３
０
０
万
円
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
振
興

施
設
の
補
修
工
事
費
な
ど
で

良
い
か
。

　
　
　
　未
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課
長

　
　
　
議
員
ご
質
問
の
と
お

り
地
域
振
興
施
設
の
補
修
工

事
な
ど
に
よ
る
も
の
。
そ
の

ほ
か
修
繕
料
も
あ
る
。

　　
　
　
星
河
議
員
　
工
事
費

　
　
　
と
修
繕
料
の
区
分
け

の
基
準
は
。
各
施
設
と
の
約

束
で
は
20
万
円
以
上
修
理
等

は
町
に
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
20
万
円
以

上
で
区
分
け
が
あ
る
の
か
。

　
　
　未
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課
長

　
　
　
金
額
で
の
区
分
け
は

特
に
な
い
。
基
本
的
に
は
修

繕
で
対
応
し
て
い
る
が
、
施

設
の
駐
車
場
や
建
物
の
不
具

合
な
ど
に
つ
い
て
高
額
に
な

る
も
の
は
、
ま
と
め
て
工
事

と
し
て
対
応
し
て
い
る
。
　

　

一般
会計



２月臨時会・３月定例会（各会計補正予算）

条例改正

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ６

ふるさと応援寄付金増額
　令和５年度一般及び７特別会計補正予算を全員一致で可決しました。今回

の一般会計補正予算は5億3994万円の追加補正を行うもので、主に低所得世

帯支援給付金（住民税均等割のみ課税者に対する給付金）やふるさと応援基

金費などの事業を行うものです。

■２月臨時会（２/14）

　一般会計補正予算（第5号）

　2250万円増額（計51億4502万円）

■３月定例会（３/５）

　一般会計補正予算（第6号）

　5億1744万円増額（計56億6247万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

特別会計補正予算一覧（３月定例会)

特別会計

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

浄 化 槽 整 備 事 業

補正額

△8104万円

54万円

△400万円

△700万円

△700万円

△5646万円

△190万円

補正後総額

6億6238万円

1億827万円

9987万円

1億515万円

1億323万円

6億6385万円

615万円

（千円以下切捨）

外出支援バス運行事業
（14万円）

低所得世帯支援給付金
（住民税均等割のみ課税者に対する給付金）

（1857万円）　

ふるさと応援基金費
（871万円）

３月全員協議会の内容を紹介します

〇
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
９
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
今
回
、策
定
す
る
計
画
で
は
、国
の

示
す
地
域
共
生
社
会
の
考
え
方
を

踏
ま
え
つ
つ
、
継
続
し
て
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
と
共
に
、

現
役
世
代
が
急
減
す
る
２
０
４
０
年

に
向
け
た
視
点
も
踏
ま
え
、
高
齢
者

人
口
や
介
護
ニ
ー
ズ
を
中
長
期
的

に
見
据
え
て
、
各
種
施
策
を
推
進
す

る
。な
お
、
本
計
画
に
お
い
て
介
護
保

険
基
準
保
険
料
は
、
変
わ
ら
ず
据
え

置
い
た
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
第
４
次
障
が
い
者
計
画
、
第
７
期

障
が
い
福
祉
計
画
及
び
第
３
期
障

が
い
児
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　

　
今
回
、策
定
す
る
計
画
で
は
、近
年

の
障
が
い
者
施
策
の
動
向
や
法
制

度
の
動
向
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

障
が
い
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

〇
西
吾
妻
福
祉
病
院
の
経
過
に
つ
い

て　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
他
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
て

い
た
が
、
１
月
に
医
療
・
防
災
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
三
ツ
木
病
院
長
よ

り
、
地
域
住
民
の
安
心
安
全
に
繋
が

る
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
と
し

て
い
き
た
い
と
講
演
い
た
だ
い
た
と

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
地
域
福
祉
計
画
及
び
地
域
福
祉

活
動
計
画
に
つ
い
て
　

　
令
和
元
年
度
に
策
定
後
、
５
年

が
経
過
し
た
こ
と
に
伴
い
、
計
画

更
新
を
行
う
。
次
期
計
画
に
お
い

て
も
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
基
本
理
念
に
、
継

続
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
長
野
原
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
し
、

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
く
と
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

る
共
生
社
会
を
目
指
し
、
本
計
画
を

策
定
し
た
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
群
馬
県
内
市
町
村
国
民
健
康
保

険
税
率
の
完
全
統
一
目
標
年
度
に
つ

い
て

　

　
国
民
健
康
保
健
事
業
の
運
営
の

安
定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
30
年
度
か
ら
群
馬
県
が
市
町
村

と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
を
運
営

し
て
い
る
が
、こ
の
度
、
国
民
健
康
保

険
税
率
の
完
全
統
一
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
、
群
馬
県
よ
り
示
さ
れ

た
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
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▲ 「医療×防災」講演会 ▲ 3月全員協議会

主な補正内容

質
疑
応
答

地
域
振
興
施
設
管
理

事
業
工
事
費
の
減
額

に
つ
い
て

　
　
　星
河
議
員
　
地
域
振

　
　
　
興
施
設
管
理
事
業
の

工
事
費
が
３
０
０
万
円
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
振
興

施
設
の
補
修
工
事
費
な
ど
で

良
い
か
。

　
　
　
　未
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課
長

　
　
　
議
員
ご
質
問
の
と
お

り
地
域
振
興
施
設
の
補
修
工

事
な
ど
に
よ
る
も
の
。
そ
の

ほ
か
修
繕
料
も
あ
る
。

　　
　
　
星
河
議
員
　
工
事
費

　
　
　
と
修
繕
料
の
区
分
け

の
基
準
は
。
各
施
設
と
の
約

束
で
は
20
万
円
以
上
修
理
等

は
町
に
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
20
万
円
以

上
で
区
分
け
が
あ
る
の
か
。

　
　
　未
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課
長

　
　
　
金
額
で
の
区
分
け
は

特
に
な
い
。
基
本
的
に
は
修

繕
で
対
応
し
て
い
る
が
、
施

設
の
駐
車
場
や
建
物
の
不
具

合
な
ど
に
つ
い
て
高
額
に
な

る
も
の
は
、
ま
と
め
て
工
事

と
し
て
対
応
し
て
い
る
。
　

　

一般
会計



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９９ ８

自
主

財
源

依
存

財
源

歳入
歳出

令和６年度長野原町の予算

前年度より1億7440万1千円 増

一 般 会 計

　
町
の
令
和
６
年
度
各
会
計
予

算
を
可
決
し
ま
し
た
（
３
月
12

日
・
定
例
会
）
。
今
回
可
決
と

な
っ
た
一
般
会
計
当
初
予
算
は

約
48
億
円
。
予
算
の
用
途
が
限

定
さ
れ
る
４
特
別
会
計
や
水
道

関
連
３
公
営
企
業
会
計
は
約
26

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町税（33.8％）

16億4408万5千円

県支出金（3.8％）

1億8537万8千円

地方消費税交付金（2.5％）

1億2483万5千円

地方交付税（24.7％）

12億円

町債（8.5％）

4億1530万1千円

国庫支出金（4.8％）

2億3632万4千円

その他（3.0％）

1億4850万1千円

繰入金（9.9％）

4億8253万円

寄附金（2.8％）

1億4000万2千円

財産収入（1.7％）

8545万1千円

その他（3.9％）

1億9137万8千円

土木費（6.8%）

3億2846万7千円

商工費（1.4%）

6858万8千円

議会費・その他（1.4%）

6935万5千円

衛生費（12.4%）

6億242万7千円 民生費（15%）

7億2800万4千円

総務費（23.5%）

11億4293万5千円

公債費（9%）

4億3732万8千円
教育費（17.4%）

8億4570万2千円

一般会計歳入 一般会計歳出

質
疑
応
答

空
き
家
改
修
工
事
費
に

つ
い
て

　

　
　
　
杉
崎
議
員

　空
き
家
改

　
　
　
修
工
事
費
８
０
０
万
円

で
何
軒
予
定
し
て
い
る
の
か
、

場
所
は
。

　
　
　
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課
長

　　
　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
住
宅

１
軒
を
予
定
し
て
い
る
。
場
所

は
こ
れ
か
ら
建
物
公
募
を
行
い

決
定
す
る
。

防
犯
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
湯
本
議
員
　
防
犯
灯
及

　
　
　
び
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

場
所
は
。

　
　
　
総
務
課
長
　
防
犯
灯
設

　
　
　
置
に
つ
い
て
、
各
地
区

か
ら
今
後
要
望
書
を
い
た
だ
き
、

実
施
し
て
い
く
。
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
応
桑
・

大
津
地
区
に
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。

や

ん

ば

天

明

泥

流

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
赤
字

予
算
に
つ
い
て

　
　

　

　
　
　

浅
沼
議
員

　入
館
料
が

　
　
　８
１
０
万
円
に
対
し
、

管
理
運
営
費
が
２
０
１
９
万
６

千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初

予
算
か
ら
赤
字
計
上
す
る
の
は

お
か
し
い
。
前
年
度
に
つ
い
て

も
赤
字
が
あ
っ
た
が
、
赤
字
幅

を
少
な
く
す
る
努
力
を
し
て
き

た
の
か
、
今
後
の
運
営
計
画
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　教
育
課
長

　観
光
施
設

　
　
　と
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、

教
育
施
設
と
し
て
、
浅
間
の
噴

火
災
害
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

重
要
な
施
設
で
あ
る
。
赤
字
経

営
は
良
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

今
年
度
末
の
入
館
見
込
み
は
１

万
人
。
入
館
料
収
入
を
伸
ば
せ

る
よ
う
教
育
旅
行
の
誘
致
、
周

遊
バ
ス
と
の
連
携
や
職
員
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
努
力

は
し
て
き
て
い
る
。

　
　
　浅
沼
議
員

　町
民
は
入

　
　
　館
料
を
支
払
う
施
設
の

た
め
各
種
教
育
施
設
と
同
様
の

も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

黒
字
に
す
る
の
は
難
し
い
が
、

で
き
る
か
ぎ
り
赤
字
幅
を
圧
縮

し
て
い
く
気
持
ち
は
持
っ
て
運

営
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
教
育
課
長
　
引
き
続
き

　
　
　
課
を
超
え
た
連
携
や
周

辺
観
光
施
設
と
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
誘
客
を
促
進
し
て
い
き

た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

に
つ
い
て
　
　

　
　
　
星
河
議
員
　
来
年
度
ど

　
　
　
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
の
か
。

　
　
　
農
林
課
長
　
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
化
の
実
施
状
況
は
、
町

６
次
産
業
化
等
推
進
事
業
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。
地
域
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
マ
ッ
チ
ン

グ
し
て
補
助
金
使
用
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
た
が
、
う
ま
く

い
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
令
和
６
年
度
は
周
知
の
方
法

を
変
え
た
り
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
結
果
を
踏
ま
え
て
群
馬
県

と
と
も
に
推
し
進
め
て
い
き
た

い
。

農林水産業費（4.4%）

2億1270万円

消防費（4.4%）

2億1178万5千円

諸支出金（4.3%）

2億649万4千円

■町税の内訳

科　目 本年度予算

町民税

法人町民税

固定資産税

国有資産等所在市町村
交付金及び納付金

軽自動車税

町たばこ税

入湯税

2億1453万6千円

3928万9千円

5億4591万4千円

7億5949万4千円

2990万4千円

4550万6千円

944万2千円

48億5378万5千円

令和６年度一般会計当初予算

令和６年度 長野原町の

予算

52.4
％

47.6
％

※項目ごとに表示しているため

　合計金額及び構成比率に差異

　が生じる場合があります。

「
未
来
へ
の
挑
戦
」



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９９ ８

自
主

財
源

依
存

財
源

歳入
歳出

令和６年度長野原町の予算

前年度より1億7440万1千円 増

一 般 会 計

　
町
の
令
和
６
年
度
各
会
計
予

算
を
可
決
し
ま
し
た
（
３
月
12

日
・
定
例
会
）
。
今
回
可
決
と

な
っ
た
一
般
会
計
当
初
予
算
は

約
48
億
円
。
予
算
の
用
途
が
限

定
さ
れ
る
４
特
別
会
計
や
水
道

関
連
３
公
営
企
業
会
計
は
約
26

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町税（33.8％）

16億4408万5千円

県支出金（3.8％）

1億8537万8千円

地方消費税交付金（2.5％）

1億2483万5千円

地方交付税（24.7％）

12億円

町債（8.5％）

4億1530万1千円

国庫支出金（4.8％）

2億3632万4千円

その他（3.0％）

1億4850万1千円

繰入金（9.9％）

4億8253万円

寄附金（2.8％）

1億4000万2千円

財産収入（1.7％）

8545万1千円

その他（3.9％）

1億9137万8千円

土木費（6.8%）

3億2846万7千円

商工費（1.4%）

6858万8千円

議会費・その他（1.4%）

6935万5千円

衛生費（12.4%）

6億242万7千円 民生費（15%）

7億2800万4千円

総務費（23.5%）

11億4293万5千円

公債費（9%）

4億3732万8千円
教育費（17.4%）

8億4570万2千円

一般会計歳入 一般会計歳出

質
疑
応
答

空
き
家
改
修
工
事
費
に

つ
い
て

　

　
　
　
杉
崎
議
員

　空
き
家
改

　
　
　
修
工
事
費
８
０
０
万
円

で
何
軒
予
定
し
て
い
る
の
か
、

場
所
は
。

　
　
　
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課
長

　　
　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
住
宅

１
軒
を
予
定
し
て
い
る
。
場
所

は
こ
れ
か
ら
建
物
公
募
を
行
い

決
定
す
る
。

防
犯
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
湯
本
議
員
　
防
犯
灯
及

　
　
　
び
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

場
所
は
。

　
　
　
総
務
課
長
　
防
犯
灯
設

　
　
　
置
に
つ
い
て
、
各
地
区

か
ら
今
後
要
望
書
を
い
た
だ
き
、

実
施
し
て
い
く
。
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
応
桑
・

大
津
地
区
に
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。

や

ん

ば

天

明

泥

流

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
赤
字

予
算
に
つ
い
て

　
　

　

　
　
　

浅
沼
議
員

　入
館
料
が

　
　
　８
１
０
万
円
に
対
し
、

管
理
運
営
費
が
２
０
１
９
万
６

千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初

予
算
か
ら
赤
字
計
上
す
る
の
は

お
か
し
い
。
前
年
度
に
つ
い
て

も
赤
字
が
あ
っ
た
が
、
赤
字
幅

を
少
な
く
す
る
努
力
を
し
て
き

た
の
か
、
今
後
の
運
営
計
画
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　教
育
課
長

　観
光
施
設

　
　
　と
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、

教
育
施
設
と
し
て
、
浅
間
の
噴

火
災
害
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

重
要
な
施
設
で
あ
る
。
赤
字
経

営
は
良
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

今
年
度
末
の
入
館
見
込
み
は
１

万
人
。
入
館
料
収
入
を
伸
ば
せ

る
よ
う
教
育
旅
行
の
誘
致
、
周

遊
バ
ス
と
の
連
携
や
職
員
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
努
力

は
し
て
き
て
い
る
。

　
　
　浅
沼
議
員

　町
民
は
入

　
　
　館
料
を
支
払
う
施
設
の

た
め
各
種
教
育
施
設
と
同
様
の

も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

黒
字
に
す
る
の
は
難
し
い
が
、

で
き
る
か
ぎ
り
赤
字
幅
を
圧
縮

し
て
い
く
気
持
ち
は
持
っ
て
運

営
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
教
育
課
長
　
引
き
続
き

　
　
　
課
を
超
え
た
連
携
や
周

辺
観
光
施
設
と
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
誘
客
を
促
進
し
て
い
き

た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

に
つ
い
て
　
　

　
　
　
星
河
議
員
　
来
年
度
ど

　
　
　
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
の
か
。

　
　
　
農
林
課
長
　
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
化
の
実
施
状
況
は
、
町

６
次
産
業
化
等
推
進
事
業
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。
地
域
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
マ
ッ
チ
ン

グ
し
て
補
助
金
使
用
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
た
が
、
う
ま
く

い
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
令
和
６
年
度
は
周
知
の
方
法

を
変
え
た
り
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
結
果
を
踏
ま
え
て
群
馬
県

と
と
も
に
推
し
進
め
て
い
き
た

い
。

農林水産業費（4.4%）

2億1270万円

消防費（4.4%）

2億1178万5千円

諸支出金（4.3%）

2億649万4千円

■町税の内訳

科　目 本年度予算

町民税

法人町民税

固定資産税

国有資産等所在市町村
交付金及び納付金

軽自動車税

町たばこ税

入湯税

2億1453万6千円

3928万9千円

5億4591万4千円

7億5949万4千円

2990万4千円

4550万6千円

944万2千円

48億5378万5千円

令和６年度一般会計当初予算

令和６年度 長野原町の

予算

52.4
％

47.6
％

※項目ごとに表示しているため

　合計金額及び構成比率に差異

　が生じる場合があります。

「
未
来
へ
の
挑
戦
」



①応桑小学校改修事業

　　　　　（2億8671万円）

　診療所を移転し中核を担う施

設とすることで、子どもから高

齢者まで誰もが集うことのでき

る拠点施設にリノベーションし

ます。

　令和６年度の主な事業を一部紹介します。

一般会計当初予算は、第５次総合計画と第２期総合戦

略に基づき、厳しい財源を有効活用し、必要な事業の

継続及び拡充や新たな事業を予定しています。

②脱炭素・バイオマス産業

　都市推進事業

　　　　　　　（221万円）

　２０３０年までに、カーボン

ニュートラルの実現を目指すと

同時に地域の魅力と暮らしの質

を向上させる脱炭素先行地域選

定に向け計画を策定します。

③タクシー利用助成事業

　　　　　　　（553万円）　
　高齢者、障害のある方、運転

免許を返納された方の移動や生

活を支援するため、利用料金の

一部を助成します。

④総合計画・総合戦略策定

　調査事業　　　　

（338万円）

　令和７年度に町の最上位計画

である総合計画と総合戦略を一

体化するため、令和６年中に町

民アンケート等を実施します。

⑤スクールバス事業

　　　　　　　（8603万円）

　学校の統廃合により、旧第一

小学校区、旧西中学校区のス

クールバスに加え、令和６年度

開校の浅間小学校の運行も始ま

ります。

⑥除雪車購入事業

　　　　　　　（4118万円）

　３０年以上使用し、老朽化し

た町所有の除雪機２台を購入す

る予定です。

　町では他に７台保有していま

す。

　令和６年２月８日、全国町村議会議長会第75回

定期総会にて自治功労者表彰（町村議会議員特別

表彰）が行われ、本町議会より黒岩議長が受賞さ

れました。大変おめでとうございます。

町の主な事業
令和６年度

特別会計・公営企業会計の各会計当初予算・基金状況

予算額

7億3680万7千円

1億1479万4千円

7億776万8千円

1億1276万2千円

特別会計名

国民健康保険

へき地診療所

介護保険

後期高齢者医療

前年度比

99.7％

113.4％

100％

108.4％

会計名

会計名

2億6396万6千円

2億6396万6千円

2015万3千円

8225万8千円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

前年度比

― 

― 

― 

― 

予算額

4998万8千円

4998万8千円

500万円

7801万8千円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

前年度比

105.4％

105.4％

100％

295.2％

予算額

水道
事業会計

浅間高原水道

事業会計

会計名

4億6064万3千円

4億6064万3千円

5188万8千円

5188万8千円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

前年度比

― 

― 

― 

― 

予算額

下水道
事業会計

財政調整基金

減債基金

庁舎等公共施設整備備品等取得基金

多目的基金

地域福祉基金

教育施設等整備基金

八ッ場ダム周辺整備事業基金

八ッ場ダム周辺整備事業施設管理基金

ふるさと応援基金

△241万6千円

2億2636万8千円

100万9千円

5017万4千円

7097万2千円

△4526万5千円

△4018万7千円

2607万1千円

4087万5千円

30億5896万1千円

9億6073万円

2億100万9千円

1億2423万4千円

1億2446万2千円

2億9746万5千円

2億420万4千円

23億8311万9千円

2億319万7千円

■主な基金状況（令和５年度末現在）

基　金　名 増　減 残　高

　基金は町が特定の目的をもって条例で設

置する資金や財産のことです。令和５年度末

現在における主な町の基金状況は右表のと

おりとなっています。

町の基金（貯金）は

いくら？

特別会計 公営企業会計

※簡易水道事業特別会計、農業集落排水事

業特別会計、公共下水道事業特別会計、

浄化槽整備事業特別会計は令和６年度よ

り公営企業会計に移行しました。

全国町村議会議長会
町村議会議員特別表彰を受賞

▲表彰の伝達

公営企業会計は

⇒事業収入を主な財源として、独立採算の原則により特定の事業を

　経理する会計のこと

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３9１１ １０



①応桑小学校改修事業

　　　　　（2億8671万円）

　診療所を移転し中核を担う施

設とすることで、子どもから高

齢者まで誰もが集うことのでき

る拠点施設にリノベーションし

ます。

　令和６年度の主な事業を一部紹介します。

一般会計当初予算は、第５次総合計画と第２期総合戦

略に基づき、厳しい財源を有効活用し、必要な事業の

継続及び拡充や新たな事業を予定しています。

②脱炭素・バイオマス産業

　都市推進事業

　　　　　　　（221万円）

　２０３０年までに、カーボン

ニュートラルの実現を目指すと

同時に地域の魅力と暮らしの質

を向上させる脱炭素先行地域選

定に向け計画を策定します。

③タクシー利用助成事業

　　　　　　　（553万円）　
　高齢者、障害のある方、運転

免許を返納された方の移動や生

活を支援するため、利用料金の

一部を助成します。

④総合計画・総合戦略策定

　調査事業　　　　

（338万円）

　令和７年度に町の最上位計画

である総合計画と総合戦略を一

体化するため、令和６年中に町

民アンケート等を実施します。

⑤スクールバス事業

　　　　　　　（8603万円）

　学校の統廃合により、旧第一

小学校区、旧西中学校区のス

クールバスに加え、令和６年度

開校の浅間小学校の運行も始ま

ります。

⑥除雪車購入事業

　　　　　　　（4118万円）

　３０年以上使用し、老朽化し

た町所有の除雪機２台を購入す

る予定です。

　町では他に７台保有していま

す。

　令和６年２月８日、全国町村議会議長会第75回

定期総会にて自治功労者表彰（町村議会議員特別

表彰）が行われ、本町議会より黒岩議長が受賞さ

れました。大変おめでとうございます。

町の主な事業
令和６年度

特別会計・公営企業会計の各会計当初予算・基金状況

予算額

7億3680万7千円

1億1479万4千円

7億776万8千円

1億1276万2千円

特別会計名

国民健康保険

へき地診療所

介護保険

後期高齢者医療

前年度比

99.7％

113.4％

100％

108.4％

会計名

会計名

2億6396万6千円

2億6396万6千円

2015万3千円

8225万8千円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

前年度比

― 

― 

― 

― 

予算額

4998万8千円

4998万8千円

500万円

7801万8千円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

前年度比

105.4％

105.4％

100％

295.2％

予算額

水道
事業会計

浅間高原水道

事業会計

会計名

4億6064万3千円

4億6064万3千円

5188万8千円

5188万8千円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

前年度比

― 

― 

― 

― 

予算額

下水道
事業会計

財政調整基金

減債基金

庁舎等公共施設整備備品等取得基金

多目的基金

地域福祉基金

教育施設等整備基金

八ッ場ダム周辺整備事業基金

八ッ場ダム周辺整備事業施設管理基金

ふるさと応援基金

△241万6千円

2億2636万8千円

100万9千円

5017万4千円

7097万2千円

△4526万5千円

△4018万7千円

2607万1千円

4087万5千円

30億5896万1千円

9億6073万円

2億100万9千円

1億2423万4千円

1億2446万2千円

2億9746万5千円

2億420万4千円

23億8311万9千円

2億319万7千円

■主な基金状況（令和５年度末現在）

基　金　名 増　減 残　高

　基金は町が特定の目的をもって条例で設

置する資金や財産のことです。令和５年度末

現在における主な町の基金状況は右表のと

おりとなっています。

町の基金（貯金）は

いくら？

特別会計 公営企業会計

※簡易水道事業特別会計、農業集落排水事

業特別会計、公共下水道事業特別会計、

浄化槽整備事業特別会計は令和６年度よ

り公営企業会計に移行しました。

全国町村議会議長会
町村議会議員特別表彰を受賞

▲表彰の伝達

公営企業会計は

⇒事業収入を主な財源として、独立採算の原則により特定の事業を

　経理する会計のこと

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３9１１ １０



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９　 　１２

も
ら
う
こ
と
が
大
事
。

　
　
　
①
子
供
が
学
校
の
勉

　
　
　
強
に
つ
い
て
い
け
な

い
、
学
校
以
外
で
勉
強
す
る

場
所
が
欲
し
い
と
い
う
声
を

聞
く
。
親
心
と
し
て
子
供
に

良
い
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い

の
は
当
然
。

　
だ
が
長
野
原
町
で
は
、
塾

に
通
わ
せ
る
に
も
交
通
の
便

が
悪
い
。
地
方
と
都
市
の
教

育
格
差
を
埋
め
る
意
味
で
も

行
政
が
主
体
と
な
っ
て
、
子

供
た
ち
の
教
育
を
全
面
的
に

支
援
す
る
試
み
が
必
要
。

　
②
つ
な
カ
ン
は
２
０
２
０

年
の
設
立
時
か
ら
毎
年
事
務

員
３
名
分
人
件
費
と
し
て
多

額
の
補
助
金
と
、
そ
の
他
事

業
費
と
し
て
９
９
０
万
円
が

拠
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

収
入
は
毎
年
１
０
０
～
２
０

０
万
前
後
を
推
移
し
て
お
り

明
ら
か
に
不
採
算
。
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
の
か
。

　
　
　
①
公
平
で
質
の
高
い

　
　
　
教
育
が
施
せ
る
よ
う

行
政
主
導
で
塾
を
運
営
し
、

学
力
の
向
上
と
、
さ
ら
な
る

教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
図

れ
れ
ば
と
思
う
が
町
長
の
考

え
は
。

　
②
つ
な
ぐ
カ
ン
パ
ニ
ー
な

が
の
は
ら
の
運
営
経
費
と
効

果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長
　
①
来
年
度
か

　
　
　
ら
地
域
学
校
協
働
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
地

域
の
子
供
は
地
域
で
育
て
る

こ
と
を
念
頭
に
地
域
の
方
と

共
に
様
々
な
教
育
及
び
体
験

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
格
差

の
解
消
を
図
り
た
い
。

　
②
つ
な
ぐ
カ
ン
パ
ニ
ー
な

が
の
は
ら
は
徐
々
に
で
あ
る

が
、
確
実
に
成
果
が
出
て
き

て
い
る
と
感
じ
る
。
事
業
成

果
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
、
ま
た
興
味
を
持
っ
て

　
　
　
町
長
　
①
塾
で
は
な

　
　
　
く
、
県
外
で
国
際
ス

ク
ー
ル
の
経
営
に
成
功
し
て

い
る
法
人
を
当
町
へ
誘
致
し
、

そ
の
学
校
の
２
号
校
を
設
立

す
る
検
討
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
法
人
と
と
も
に
群
馬
県

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
よ

う
な
教
育
環
境
を
創
出
し
て
、

未
来
の
人
材
を
育
て
て
い
き

た
い
。
　

　
②
つ
な
カ
ン
に
つ
い
て
、
予

算
を
つ
け
る
べ
き
か
判
断
す

る
の
は
議
会
。
そ
の
議
会
で

何
の
疑
義
も
な
く
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
問
題
な
か
っ
た
と
考
え

る
。

　
　
　
①
塾
の
設
置
と
い
う

　
　
　
の
は
、
移
住
者
を
増

や
す
と
い
う
点
に
お
い
て
副

次
的
な
効
果
が
あ
る
。
人
口

が
少
な
い
田
舎
町
だ
が
子
供

の
学
力
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た

ら
、
教
育
移
住
を
検
討
す
る

都
会
の
人
間
は
多
く
い
る
と

思
う
。
画
期
的
な
教
育
施
策

を
行
っ
て
欲
し
い
。

　
②
つ
な
カ
ン
に
は
町
民
の

方
々
が
何
を
求
め
て
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
企
画
な
ら

参
加
し
た
い
の
か
、
耳
を
傾

け
て
欲
し
い
。
人
件
費
と
し

て
支
出
し
て
い
る
多
額
の
補

助
金
に
つ
い
て
は
法
律
に
あ

る
よ
う
に
、
本
当
に
最
小
の

経
費
な
の
か
今
一
度
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
町
長
　
①
公
営
塾
の

　
　
　
設
立
は
考
え
に
な
い

が
、
新
た
な
学
校
設
立
に
向

け
て
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

る
。
地
域
学
校
協
働
活
動
に

関
し
て
も
期
待
で
き
る
点
が

多
い
。
し
っ
か
り
と
形
に
し
て

い
き
た
い
。

　
②
つ
な
カ
ン
に
関
し
て
は
、

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
」
と
い
う
こ
と
だ
け
を
追

求
し
て
い
く
と
、
恐
ら
く
つ

な
カ
ン
の
よ
う
な
組
織
は
な

く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。
つ
な
カ
ン
で
な
け

れ
ば
出
来
な
い
事
業
が
あ
り
、

そ
の
存
在
は
大
き
い
。
そ
も

そ
も
つ
な
カ
ン
は
議
会
と
と

も
に
何
年
も
か
け
て
立
ち
上

げ
た
組
織
で
あ
る
。
補
助
金

を
出
す
立
場
の
町
長
と
し
て
、

提
案
、
助
言
を
し
て
い
く
。

問う考えを町の町の町の

一般質問

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

あなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

６月次
回
定
例
会

 4 日（火）
１4日（金）

　議会定例・臨時会の様子はどなたでも傍

聴することができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接議場

までお越しください。受付簿に氏名など必

要事項を記入の上、傍聴してください。予

約は不要で会議中の入退室も自由です。

１３　　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９

一
般
質
問
と
は
。

 

議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行

機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行

状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ

す
こ
と
。
報
告
や
説
明
を
求

め
る
こ
と
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
７
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
人
口
減
少
に

対
す
る
取
り
組
み
や
学
校
統

合
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え

を
要
約
し
た
内
容
（
13
㌻
か

ら
19
㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

（13㌻）

（14㌻）

（15㌻）

（16㌻）

（17㌻）

（18㌻）

（19㌻）

杉崎　能久　議員

星河　明彦　議員

土屋　　匡　議員

浅沼　克行　議員

萩原　広美　議員

牧山　　明　議員

湯本　宗一　議員

すぎざき

　　　　　　　

ほしかわ

　　　

つちや

　　　　

あさぬま

はぎわら

まきやま

ゆもと

よしひさ

　　　　　　　

あきひこ

　　　

　　まさし

　　　　

かつゆき

　　ひろみ

　　あきら

そういち

・公営塾の設置について

・つなぐカンパニーながのはらについて

・長野原町の未来のために

　人口減少に対する取り組みについて

・学校統合のメリット、デメリットについて

・町道等の美化の推進について

・交通対策について

・第２期町地域福祉計画、地域福祉活動計画を

　町づくりにどう生かして行くのか

・ヤングケアラーの相談窓口と支援体制について

５月議会臨時会

10日(金)

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

①公営塾の設置について
②つなぐカンパニー
　ながのはらについて

①
地
域
格
差
の
解
消
を
図
り
た
い

②
町
の
魅
力
に
気
づ
き
、
町
に
愛
着
を

　
も
つ
き
っ
か
け
に

杉崎　能久　議員
すぎざき よしひさよしひさ

つなカンとは

⇒「一般社団法人 つなぐカンパニー ながのはら」のこと
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10日(金)

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

①公営塾の設置について
②つなぐカンパニー
　ながのはらについて

①
地
域
格
差
の
解
消
を
図
り
た
い

②
町
の
魅
力
に
気
づ
き
、
町
に
愛
着
を

　
も
つ
き
っ
か
け
に

杉崎　能久　議員
すぎざき よしひさよしひさ

つなカンとは

⇒「一般社団法人 つなぐカンパニー ながのはら」のこと



星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこあきひこ

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

町道等の美化の推進について町道等の美化の推進について
長野原町の未来のために

人口減少に対する
　　　　取り組みについて

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成

費
用
対
効
果
を
考
慮
し

検
討
し
て
い
く

考えを問う町の

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９１５ １４

土屋　　匡　議員
つちや まさし

砂
に
つ
い
て
は
、
情
報
に
基

づ
き
必
要
個
所
の
清
掃
を
実

施
し
て
い
る
。
ス
ウ
ィ
ー
パ
ー

の
導
入
は
費
用
対
効
果
を
考

慮
し
検
討
し
た
い
。

　　
　
　
梅
花
藻
を
知
っ
て
い

　
　
　
る
と
思
う
、
見
た
い

と
知
り
合
い
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
自
生
地
に
行

く
ま
で
の
道
路
が
落
ち
葉
や

土
砂
等
で
汚
れ
て
い
て
、
残

念
だ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
ど

う
思
う
か
。

　
　
　町
長
　
町
と
し
て
、

　
　
　
観
光
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
道
中
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
長
野
原
町
で
は
、
道

　
　
　
路
愛
護
運
動
等
の
実

施
に
よ
り
美
化
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
地
区
に
よ
っ
て

は
世
帯
数
の
減
少
、
高
齢
化

等
に
よ
っ
て
十
分
な
作
業
が

で
き
な
い
状
況
が
発
生
し
て

い
る
。
加
え
て
大
雨
に
よ
る

土
砂
の
流
出
や
落
ち
葉
の
散

乱
等
が
目
立
つ
こ
と
が
あ
る
。

　
近
年
、
農
業
機
械
の
大
型

化
に
よ
り
畑
の
土
砂
の
流
出

も
あ
る
。
県
内
に
は
、
ス

ウ
ィ
ー
パ
ー
を
導
入
し
て
い

る
町
村
が
あ
り
、
有
効
に
活

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
考
え

を
聞
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
令
和
３
年
か

　
　
　
ら
各
地
区
の
活
動
支

援
の
た
め
、
地
域
環
境
維
持

管
理
委
託
料
を
導
入
し
道
路

清
掃
等
へ
の
支
援
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
落
ち
葉
や
土

道
路
の
清
掃
と
雪
か
き
、
ど

ち
ら
が
大
切
か
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

　
新
年
度
予
算
で
除
雪
機
２

台
を
購
入
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
た
。
過
疎
債
を
使
え
る

こ
と
に
よ
り
決
断
し
た
。

　
今
後
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題

も
あ
る
し
、
現
在
業
者
に
依

頼
し
て
い
る
が
、
重
機
を
維

持
・
管
理
で
き
な
い
と
の
声

も
あ
る
。

　
各
地
区
に
補
助
金
支
援
を

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
っ
て
い
く
と
い
う
心
を
失

わ
な
い
で
ほ
し
い
。

　
高
齢
化
・
人
の
減
少
に
よ

り
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
地

区
も
発
生
し
て
い
る
。
や
む

を
え
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、

行
政
の
お
金
を
投
入
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
小
型
の
ス
ウ
ィ
ー
パ
ー
を

保
有
す
る
業
者
が
あ
る
。
ひ

ど
い
状
況
の
時
な
ど
実
証
実

験
的
に
依
頼
し
て
役
立
つ
か

ど
う
か
検
証
し
た
い
と
思
う
。

土
砂
が
た
ま
っ
て
住
民
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
こ
ろ

等
は
町
と
し
て
、
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
ス
ウ
ィ
ー
パ
ー
の
件
、

　
　
　
町
が
所
有
し
レ
ン
タ

ル
す
る
等
運
用
方
法
は
あ
る

と
思
う
。
飛
躍
す
る
が
、
長

野
原
町
の
小
さ
な
観
光
資
源

を
愛
し
て
く
れ
る
観
光
客
に

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

も
必
要
と
思
う
。
町
道
等
の

美
化
保
全
を
検
討
い
た
だ
き

た
い
。
　

　
　
　
町
長
　
観
光
に
つ
い

　
　
　
て
、
町
と
し
て
ど
こ

を
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
く
か
考
え
な
く
て
は
い
け

な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
い
気
持
ち
は
同

じ
、
た
だ
環
境
も
美
化
も
町

民
の
皆
さ
ま
の
力
を
借
り
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
何

が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

今
必
要
な
の
か
を
、
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
軸
に
町

を
作
っ
て
い
く
事
③
Ｄ
Ｘ
の

積
極
的
な
推
進
と
ア
ナ
ロ
グ

力
強
化
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で

あ
る
事
。

　
こ
れ
を
視
野
に
入
れ
町
づ

く
り
を
行
う
事
と
町
民
の
長

野
原
町
へ
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
醸
成
し
て
い
く
事
が

大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

共
に
創
り
生
き
る
力
を
育
む

こ
と
で
、
転
出
者
の
減
少
、
Ｕ

タ
ー
ン
や
定
住
人
口
、
関
係

人
口
の
増
加
へ
も
繋
が
っ
て

い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
移
住
・
定
住
の
施
策

　
　
　
と
し
て
①
外
国
人
の

方
を
積
極
的
に
受
入
れ
る
、

そ
の
為
に
生
活
ル
ー
ル
、
マ

ナ
ー
な
ど
長
野
原
町
で
生
活

す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
情

報
を
動
画
で
纏
め
る
、
空
き

　
　
　
長
野
原
町
人
口
推
計

　
　
　
２
０
４
５
年
２
８
２

２
人
２
０
２
０
年
比
55
・

4
%
、
老
年
人
口
割
合
56
・

2
％
、
生
産
年
齢
人
口
は

60
％
減
少
の
１
０
７
９
人
で

す
。
今
ま
で
通
り
の
移
住
・
定

住
施
策
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
で
は
な
く
、
大
き
な
変

革
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
町

長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
最
新
の
地
域

　
　
　
別
将
来
人
口
推
計
に

よ
る
と
長
期
に
わ
た
っ
て
減

少
が
続
き
、
２
０
４
０
年
か

ら
２
０
４
５
年
以
降
は
、
東

京
都
も
含
む
す
べ
て
の
都
道

府
県
で
総
人
口
が
減
少
す
る

と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
人
口

減
少
対
策
は
重
点
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
長
野
原
町
の
未
来
へ
の
３

つ
の
挑
戦
①
日
本
の
教
育
に

一
石
を
投
じ
る
事
②
カ
ー
ボ

家
を
提
供
す
る
、
交
通
手
段

の
確
保
な
ど
準
備
を
進
め
る

事
と
共
に
、
住
民
の
方
の
感

情
、
共
生
に
関
す
る
取
組
が

必
要
。

　
②
特
徴
あ
る
教
育
を
実
施

し
、
賛
同
す
る
家
族
を
受
入

れ
る
。
例
え
ば
知
識
を
高
め

る
事
は
勿
論
で
す
が
知
恵
を

付
け
る
教
育
に
特
化
す
る
な

ど
長
野
原
町
独
自
の
取
組
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。
③
「
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
」
の
策
定
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
取
り

組
み
方
は
。

　
　
　
町
長
　
①
外
国
人
を

　
　
　
受
け
入
れ
て
い
く
話

は
賛
成
。
ま
ず
、
介
護
職
の

外
国
人
の
方
に
支
援
す
る
と

い
う
形
で
一
歩
踏
み
出
そ
う

と
思
っ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は

地
域
の
人
の
マ
イ
ン
ド
を
醸

成
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。

現
状
で
は
受
入
れ
る
体
制
が

出
来
て
い
な
い
と
い
う
感
覚

が
あ
る
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
育
て
る
事
が
私
の
思
う
準

備
。

　
②
日
本
の
教
育
に
一
石
を

投
じ
る
と
は
、
長
野
原
町
に

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
の
誘

致
を
成
功
さ
せ
る
事
、
先
生

や
先
生
の
家
族
、
全
国
か
ら

募
集
す
る
生
徒
や
そ
の
家
族

な
ど
、
そ
れ
だ
け
で
人
口
増

加
が
期
待
で
き
る
。
そ
の
学

校
を
卒
業
し
た
人
が
将
来
長

野
原
町
を
活
性
化
さ
せ
る

キ
ー
マ
ン
に
な
り
う
る
か
も

し
れ
な
い
。

　
③
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｐ
Ｒ

が
大
事
で
あ
り
、
実
行
す
る

に
は
民
間
と
の
連
携
共
創
共

業
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
人

口
減
少
は
克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
人
口
が
減
少

し
た
と
し
て
も
幸
せ
に
生
き

生
き
と
生
き
て
行
く
方
法
を

地
域
の
皆
さ
ん
を
含
め
共
に

考
え
創
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
。

パブリックリレーションとは

⇒日本語では「広報」を意味する言葉

スウィーパーとは

⇒道路の汚れ、ごみを

　走りながら掃除する

　路面清掃車のこと

シビックプライドとは

⇒地域への誇りと愛着を表す言葉



星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこあきひこ

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

町道等の美化の推進について町道等の美化の推進について
長野原町の未来のために

人口減少に対する
　　　　取り組みについて

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成

費
用
対
効
果
を
考
慮
し

検
討
し
て
い
く

考えを問う町の

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９１５ １４

土屋　　匡　議員
つちや まさし

砂
に
つ
い
て
は
、
情
報
に
基

づ
き
必
要
個
所
の
清
掃
を
実

施
し
て
い
る
。
ス
ウ
ィ
ー
パ
ー

の
導
入
は
費
用
対
効
果
を
考

慮
し
検
討
し
た
い
。

　　
　
　
梅
花
藻
を
知
っ
て
い

　
　
　
る
と
思
う
、
見
た
い

と
知
り
合
い
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
自
生
地
に
行

く
ま
で
の
道
路
が
落
ち
葉
や

土
砂
等
で
汚
れ
て
い
て
、
残

念
だ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
ど

う
思
う
か
。

　
　
　町
長
　
町
と
し
て
、

　
　
　
観
光
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
道
中
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
長
野
原
町
で
は
、
道

　
　
　
路
愛
護
運
動
等
の
実

施
に
よ
り
美
化
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
地
区
に
よ
っ
て

は
世
帯
数
の
減
少
、
高
齢
化

等
に
よ
っ
て
十
分
な
作
業
が

で
き
な
い
状
況
が
発
生
し
て

い
る
。
加
え
て
大
雨
に
よ
る

土
砂
の
流
出
や
落
ち
葉
の
散

乱
等
が
目
立
つ
こ
と
が
あ
る
。

　
近
年
、
農
業
機
械
の
大
型

化
に
よ
り
畑
の
土
砂
の
流
出

も
あ
る
。
県
内
に
は
、
ス

ウ
ィ
ー
パ
ー
を
導
入
し
て
い

る
町
村
が
あ
り
、
有
効
に
活

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
考
え

を
聞
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
令
和
３
年
か

　
　
　
ら
各
地
区
の
活
動
支

援
の
た
め
、
地
域
環
境
維
持

管
理
委
託
料
を
導
入
し
道
路

清
掃
等
へ
の
支
援
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
落
ち
葉
や
土

道
路
の
清
掃
と
雪
か
き
、
ど

ち
ら
が
大
切
か
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

　
新
年
度
予
算
で
除
雪
機
２

台
を
購
入
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
た
。
過
疎
債
を
使
え
る

こ
と
に
よ
り
決
断
し
た
。

　
今
後
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題

も
あ
る
し
、
現
在
業
者
に
依

頼
し
て
い
る
が
、
重
機
を
維

持
・
管
理
で
き
な
い
と
の
声

も
あ
る
。

　
各
地
区
に
補
助
金
支
援
を

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
っ
て
い
く
と
い
う
心
を
失

わ
な
い
で
ほ
し
い
。

　
高
齢
化
・
人
の
減
少
に
よ

り
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
地

区
も
発
生
し
て
い
る
。
や
む

を
え
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、

行
政
の
お
金
を
投
入
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
小
型
の
ス
ウ
ィ
ー
パ
ー
を

保
有
す
る
業
者
が
あ
る
。
ひ

ど
い
状
況
の
時
な
ど
実
証
実

験
的
に
依
頼
し
て
役
立
つ
か

ど
う
か
検
証
し
た
い
と
思
う
。

土
砂
が
た
ま
っ
て
住
民
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
こ
ろ

等
は
町
と
し
て
、
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
ス
ウ
ィ
ー
パ
ー
の
件
、

　
　
　
町
が
所
有
し
レ
ン
タ

ル
す
る
等
運
用
方
法
は
あ
る

と
思
う
。
飛
躍
す
る
が
、
長

野
原
町
の
小
さ
な
観
光
資
源

を
愛
し
て
く
れ
る
観
光
客
に

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

も
必
要
と
思
う
。
町
道
等
の

美
化
保
全
を
検
討
い
た
だ
き

た
い
。
　

　
　
　
町
長
　
観
光
に
つ
い

　
　
　
て
、
町
と
し
て
ど
こ

を
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
く
か
考
え
な
く
て
は
い
け

な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
い
気
持
ち
は
同

じ
、
た
だ
環
境
も
美
化
も
町

民
の
皆
さ
ま
の
力
を
借
り
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
何

が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

今
必
要
な
の
か
を
、
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
軸
に
町

を
作
っ
て
い
く
事
③
Ｄ
Ｘ
の

積
極
的
な
推
進
と
ア
ナ
ロ
グ

力
強
化
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で

あ
る
事
。

　
こ
れ
を
視
野
に
入
れ
町
づ

く
り
を
行
う
事
と
町
民
の
長

野
原
町
へ
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
醸
成
し
て
い
く
事
が

大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

共
に
創
り
生
き
る
力
を
育
む

こ
と
で
、
転
出
者
の
減
少
、
Ｕ

タ
ー
ン
や
定
住
人
口
、
関
係

人
口
の
増
加
へ
も
繋
が
っ
て

い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
移
住
・
定
住
の
施
策

　
　
　
と
し
て
①
外
国
人
の

方
を
積
極
的
に
受
入
れ
る
、

そ
の
為
に
生
活
ル
ー
ル
、
マ

ナ
ー
な
ど
長
野
原
町
で
生
活

す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
情

報
を
動
画
で
纏
め
る
、
空
き

　
　
　
長
野
原
町
人
口
推
計

　
　
　
２
０
４
５
年
２
８
２

２
人
２
０
２
０
年
比
55
・

4
%
、
老
年
人
口
割
合
56
・

2
％
、
生
産
年
齢
人
口
は

60
％
減
少
の
１
０
７
９
人
で

す
。
今
ま
で
通
り
の
移
住
・
定

住
施
策
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
で
は
な
く
、
大
き
な
変

革
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
町

長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
最
新
の
地
域

　
　
　
別
将
来
人
口
推
計
に

よ
る
と
長
期
に
わ
た
っ
て
減

少
が
続
き
、
２
０
４
０
年
か

ら
２
０
４
５
年
以
降
は
、
東

京
都
も
含
む
す
べ
て
の
都
道

府
県
で
総
人
口
が
減
少
す
る

と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
人
口

減
少
対
策
は
重
点
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
長
野
原
町
の
未
来
へ
の
３

つ
の
挑
戦
①
日
本
の
教
育
に

一
石
を
投
じ
る
事
②
カ
ー
ボ

家
を
提
供
す
る
、
交
通
手
段

の
確
保
な
ど
準
備
を
進
め
る

事
と
共
に
、
住
民
の
方
の
感

情
、
共
生
に
関
す
る
取
組
が

必
要
。

　
②
特
徴
あ
る
教
育
を
実
施

し
、
賛
同
す
る
家
族
を
受
入

れ
る
。
例
え
ば
知
識
を
高
め

る
事
は
勿
論
で
す
が
知
恵
を

付
け
る
教
育
に
特
化
す
る
な

ど
長
野
原
町
独
自
の
取
組
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。
③
「
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
」
の
策
定
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
取
り

組
み
方
は
。

　
　
　
町
長
　
①
外
国
人
を

　
　
　
受
け
入
れ
て
い
く
話

は
賛
成
。
ま
ず
、
介
護
職
の

外
国
人
の
方
に
支
援
す
る
と

い
う
形
で
一
歩
踏
み
出
そ
う

と
思
っ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は

地
域
の
人
の
マ
イ
ン
ド
を
醸

成
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。

現
状
で
は
受
入
れ
る
体
制
が

出
来
て
い
な
い
と
い
う
感
覚

が
あ
る
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
育
て
る
事
が
私
の
思
う
準

備
。

　
②
日
本
の
教
育
に
一
石
を

投
じ
る
と
は
、
長
野
原
町
に

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
の
誘

致
を
成
功
さ
せ
る
事
、
先
生

や
先
生
の
家
族
、
全
国
か
ら

募
集
す
る
生
徒
や
そ
の
家
族

な
ど
、
そ
れ
だ
け
で
人
口
増

加
が
期
待
で
き
る
。
そ
の
学

校
を
卒
業
し
た
人
が
将
来
長

野
原
町
を
活
性
化
さ
せ
る

キ
ー
マ
ン
に
な
り
う
る
か
も

し
れ
な
い
。

　
③
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｐ
Ｒ

が
大
事
で
あ
り
、
実
行
す
る

に
は
民
間
と
の
連
携
共
創
共

業
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
人

口
減
少
は
克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
人
口
が
減
少

し
た
と
し
て
も
幸
せ
に
生
き

生
き
と
生
き
て
行
く
方
法
を

地
域
の
皆
さ
ん
を
含
め
共
に

考
え
創
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
。

パブリックリレーションとは

⇒日本語では「広報」を意味する言葉

スウィーパーとは

⇒道路の汚れ、ごみを

　走りながら掃除する

　路面清掃車のこと

シビックプライドとは

⇒地域への誇りと愛着を表す言葉
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考えを問う町の

交通対策について交通対策について
学校統合のメリット、
　　デメリットについて

今
出
来
る
最
善
の
対
策

安
全
確
保
を
第
一
に
考
え

検
討
し
て
い
く

考えを問う町の

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９１７ １６

萩原　広美 　議員
はぎわら ひろみ

　
メ
リ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
一
人

一
人
の
資
質
や
能
力
を
伸
ば

し
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と 

団
体
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
参
加

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す

が
、
今
ま
で
規
模
の
小
さ
な

学
校
の
生
徒
が
大
き
な
規
模

の
児
童
社
会
に
入
る
こ
と
で
、

生
活
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
児

童
生
徒
た
ち
も
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
住
民
の
方
た
ち
か

ら
は
、
子
供
た
ち
の
元
気
な

声
や
元
気
に
登
校
す
る
姿
が

見
ら
れ
な
く
な
り
寂
し
い
と

い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
　
　
中
央
小
と
第
一
小
と

　
　
　
の
統
合
か
ら
始
ま
り
、

翌
年
に
は
東
中
と
西
中
の
統

合
、
そ
し
て
い
よ
い
よ
今
年

度
に
は
応
桑
小
と
北
軽
小
の

統
合
が
行
わ
れ
、
４
月
に
は

浅
間
小
と
な
り
、
当
面
の
学

校
統
合
計
画
も
完
了
い
た
し

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
課
題
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
生
徒

た
ち
は
元
気
に
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
現
在
の
時
点
で
町
当
局

が
考
え
て
い
る
統
合
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
お
伺
い
致
し
ま

す
。

　
　
　
教
育
長
　
学
校
統
合

　
　
　
と
空
き
校
舎
の
利
活

用
は
、
町
長
の
掲
げ
て
い
る

８
つ
の
目
標
の
１
つ
に
位
置

づ
け
る
重
要
な
施
策
で
あ
り

ま
す
。

　
全
て
の
方
々
に
満
足
の
い

た
だ
け
る
結
果
と
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
今
で
き
る
最
善
の

対
策
が
行
な
わ
れ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
統
合
後
の
学
校
生
活

　
　
　
全
般
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
児
童
、

子
供
の
成
長
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　
教
育
長
　
今
一
番
必

　
　
　
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
豊
か
な
学
力
と
と
も
に
、

人
間
関
係
を
構
築
す
る
能
力

と
豊
か
な
感
受
性
・
柔
軟
な

思
考
が
生
ま
れ
る
時
代
に
、

学
校
生
活
を
ど
の
よ
う
な
教

育
環
境
で
過
ご
し
て
い
け
る

か
と
い
う
こ
と
を
今
真
剣
に

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
か
と
私
は
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
体
育
館
の
利
活
用
に

　
　
　
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

　
少
子
化
問
題
は
今
ま
で
以

上
に
進
ん
で
く
る
中
で
、
今

後
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中

学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
教
育
長
　
体
育
館
等

　
　
　
の
施
設
の
利
活
用
で

は
、
新
た
に
ル
ー
ル
づ
く
り

を
し
て
地
域
の
体
育
館
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
今
回
の
学
校

　
　
　
統
合
の
可
否
に
つ
い

て
は
、
お
そ
ら
く
10
年
後
20

年
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
わ

か
っ
て
く
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
当
面
の
統
廃
合
は
完
了
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
今
以

上
に
生
徒
数
は
少
な
く
な
っ

て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

町
内
の
再
統
合
と
い
う
よ
り

も
郡
内
全
域
で
考
え
て
い
く

方
向
に
向
か
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
私
は
想
像
致
し

ま
す
。

　
　
　
教
育
長

　こ
ど
も
園

　
　
　
設
立
以
前
（
幼
稚
園

時
代
）
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

両
こ
ど
も
園
の
通
園
バ
ス
の

利
用
を
小
中
学
校
の
通
学
と

同
様
に
、
一
定
の
条
件
は
あ

る
が
、
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
４
月
か
ら
無
料
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
ど
も
園
は
、
1
号
認
定

（
幼
稚
園
籍
）
以
外
は
両
親

の
仕
事
開
始
時
間
に
合
わ
せ

て
の
登
降
園
と
な
っ
て
お
り
、

登
園
時
間
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
。
今
は
３
歳
児
以
上
の
希

望
す
る
園
児
の
み
が
利
用
し

て
い
る
。

　
バ
ス
利
用
に
関
し
て
も
町

内
に
は
児
童
生
徒
た
ち
が
参

加
し
て
い
る
複
数
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
す
べ
て
の

要
望
に
応
え
る
こ
と
は
難
し

い
課
題
。
今
年
か
ら
地
域
学

校
協
働
活
動
事
業
が
開
始
さ

れ
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

　
以
前
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

　
　
　
こ
ど
も
園
の
バ
ス
が
、

　
　
　
春
か
ら
無
料
に
な
る

と
聞
い
た
。
す
べ
て
の
希
望

者
が
乗
れ
る
の
か
？
春
か
ら

浅
間
小
の
バ
ス
が
3
台
8
時

に
は
着
く
予
定
。
そ
の
バ
ス

で
こ
ど
も
園
児
を
送
迎
す
る

事
は
で
き
な
い
か
。

　
中
学
生
の
バ
ス
は
、
通
常

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
は
帰
り

2
便
あ
り
、
帰
り
の
早
便
の

バ
ス
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
小

学
生
を
乗
せ
る
事
は
で
き
な

い
か
？
ま
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
よ
る
肥
満
、
運
動
能
力
の

低
下
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

　
国
道
か
ら
大
屋
原
に
向

か
っ
て
す
ぐ
両
側
の
石
垣
は

怖
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
々

あ
る
。

　
今
ま
で
通
学
路
に
は
の
ぼ

り
旗
あ
っ
た
が
集
合
場
所
等

へ
の
ぼ
り
旗
の
活
用
は
。
ま

た
、
大
屋
原
1
号
線
の
狭
隘

部
等
へ
の
注
意
喚
起
が
必
要

で
あ
る
。
町
と
し
て
安
全
対

策
の
考
え
は
あ
る
か
。

大
屋
原
１
号
線
に
つ
い
て
は
、

現
在
拡
幅
整
備
の
調
査
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
の
立
派
な
プ
ー
ル

　
　
　
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
中
央
小
の
子
供
た
ち

が
29
名
、
応
桑
北
軽
か
ら
が

15
名
、
嬬
恋
の
方
が
40
名
。

送
迎
に
つ
い
て
前
向
き
に
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
教
育
長

　町
の
プ
ー

　
　
　
ル
は
他
町
村
か
ら
の

利
用
者
も
多
く
、
大
会
で
実

績
を
残
し
て
い
る
。
バ
ス
の

利
用
も
プ
ー
ル
だ
け
で
は
な

く
、
部
活
動
の
地
域
移
行
へ

の
動
き
も
進
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
子
ど
も
の
安
全
を
確

保
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
子
供
の
見
守
り
の
家

　
　
　
に
つ
い
て
、
集
合
場

所
が
変
更
に
な
る
の
で
見
直

し
が
必
要
。
浅
間
小
の
こ
ど

も
館
も
ま
だ
動
き
出
し
て
い

な
く
て
、
推
論
で
す
が
、
殆

ど
の
方
が
放
課
後
こ
ど
も
館

の
利
用
を
考
え
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
　
　
教
育
長

　町
内
に
あ

　
　
　
る
見
守
り
の
家
に
つ

い
て
は
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

２
つ
の
子
ど
も
館
は
事
業
者

が
変
わ
り
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
。
開
始
さ
れ
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
面
も
あ
る

が
、
働
く
お
母
さ
ん
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ら
ゆ
る

面
を
想
定
し
、
広
く
武
道
館

等
を
整
備
し
た
。

　
　
　
町
長
　
浅
間
小
の
バ

　
　
　
ス
は
、
こ
れ
か
ら
問

題
や
課
題
が
多
々
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
軌
道

に
乗
せ
る
こ
と
が
重
要
。

　
大
屋
原
1
号
線
に
関
し
て

は
今
に
始
ま
っ
た
問
題
で
は

な
い
。
何
十
年
も
前
か
ら
問

題
視
さ
れ
な
が
ら
も
困
難
な

要
素
が
多
か
っ
た
か
ら
。
し

か
し
、
よ
う
や
く
光
が
見
え

て
来
た
。
入
口
の
道
路
拡
幅

が
行
わ
れ
る
ま
で
は
セ
ン

サ
ー
式
の
回
転
灯
を
設
置
す

る
な
ど
対
応
し
た
い
。
（
道

路
拡
幅
に
関
し
て
は
）
お
金

も
時
間
も
か
か
る
が
重
要
な

課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の

で
、
何
と
し
て
も
や
り
遂
げ

た
い
。



浅沼　克行　議員
あさぬま かつゆき

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

交通対策について交通対策について
学校統合のメリット、
　　デメリットについて

今
出
来
る
最
善
の
対
策

安
全
確
保
を
第
一
に
考
え

検
討
し
て
い
く

考えを問う町の

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９１７ １６

萩原　広美 　議員
はぎわら ひろみ

　
メ
リ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
一
人

一
人
の
資
質
や
能
力
を
伸
ば

し
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と 

団
体
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
参
加

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す

が
、
今
ま
で
規
模
の
小
さ
な

学
校
の
生
徒
が
大
き
な
規
模

の
児
童
社
会
に
入
る
こ
と
で
、

生
活
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
児

童
生
徒
た
ち
も
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
住
民
の
方
た
ち
か

ら
は
、
子
供
た
ち
の
元
気
な

声
や
元
気
に
登
校
す
る
姿
が

見
ら
れ
な
く
な
り
寂
し
い
と

い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
　
　
中
央
小
と
第
一
小
と

　
　
　
の
統
合
か
ら
始
ま
り
、

翌
年
に
は
東
中
と
西
中
の
統

合
、
そ
し
て
い
よ
い
よ
今
年

度
に
は
応
桑
小
と
北
軽
小
の

統
合
が
行
わ
れ
、
４
月
に
は

浅
間
小
と
な
り
、
当
面
の
学

校
統
合
計
画
も
完
了
い
た
し

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
課
題
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
生
徒

た
ち
は
元
気
に
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
現
在
の
時
点
で
町
当
局

が
考
え
て
い
る
統
合
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
お
伺
い
致
し
ま

す
。

　
　
　
教
育
長
　
学
校
統
合

　
　
　
と
空
き
校
舎
の
利
活

用
は
、
町
長
の
掲
げ
て
い
る

８
つ
の
目
標
の
１
つ
に
位
置

づ
け
る
重
要
な
施
策
で
あ
り

ま
す
。

　
全
て
の
方
々
に
満
足
の
い

た
だ
け
る
結
果
と
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
今
で
き
る
最
善
の

対
策
が
行
な
わ
れ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
統
合
後
の
学
校
生
活

　
　
　
全
般
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
児
童
、

子
供
の
成
長
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　
教
育
長
　
今
一
番
必

　
　
　
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
豊
か
な
学
力
と
と
も
に
、

人
間
関
係
を
構
築
す
る
能
力

と
豊
か
な
感
受
性
・
柔
軟
な

思
考
が
生
ま
れ
る
時
代
に
、

学
校
生
活
を
ど
の
よ
う
な
教

育
環
境
で
過
ご
し
て
い
け
る

か
と
い
う
こ
と
を
今
真
剣
に

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
か
と
私
は
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
体
育
館
の
利
活
用
に

　
　
　
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

　
少
子
化
問
題
は
今
ま
で
以

上
に
進
ん
で
く
る
中
で
、
今

後
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中

学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
教
育
長
　
体
育
館
等

　
　
　
の
施
設
の
利
活
用
で

は
、
新
た
に
ル
ー
ル
づ
く
り

を
し
て
地
域
の
体
育
館
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
今
回
の
学
校

　
　
　
統
合
の
可
否
に
つ
い

て
は
、
お
そ
ら
く
10
年
後
20

年
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
わ

か
っ
て
く
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
当
面
の
統
廃
合
は
完
了
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
今
以

上
に
生
徒
数
は
少
な
く
な
っ

て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

町
内
の
再
統
合
と
い
う
よ
り

も
郡
内
全
域
で
考
え
て
い
く

方
向
に
向
か
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
私
は
想
像
致
し

ま
す
。

　
　
　
教
育
長

　こ
ど
も
園

　
　
　
設
立
以
前
（
幼
稚
園

時
代
）
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

両
こ
ど
も
園
の
通
園
バ
ス
の

利
用
を
小
中
学
校
の
通
学
と

同
様
に
、
一
定
の
条
件
は
あ

る
が
、
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
４
月
か
ら
無
料
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
ど
も
園
は
、
1
号
認
定

（
幼
稚
園
籍
）
以
外
は
両
親

の
仕
事
開
始
時
間
に
合
わ
せ

て
の
登
降
園
と
な
っ
て
お
り
、

登
園
時
間
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
。
今
は
３
歳
児
以
上
の
希

望
す
る
園
児
の
み
が
利
用
し

て
い
る
。

　
バ
ス
利
用
に
関
し
て
も
町

内
に
は
児
童
生
徒
た
ち
が
参

加
し
て
い
る
複
数
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
す
べ
て
の

要
望
に
応
え
る
こ
と
は
難
し

い
課
題
。
今
年
か
ら
地
域
学

校
協
働
活
動
事
業
が
開
始
さ

れ
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

　
以
前
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

　
　
　
こ
ど
も
園
の
バ
ス
が
、

　
　
　
春
か
ら
無
料
に
な
る

と
聞
い
た
。
す
べ
て
の
希
望

者
が
乗
れ
る
の
か
？
春
か
ら

浅
間
小
の
バ
ス
が
3
台
8
時

に
は
着
く
予
定
。
そ
の
バ
ス

で
こ
ど
も
園
児
を
送
迎
す
る

事
は
で
き
な
い
か
。

　
中
学
生
の
バ
ス
は
、
通
常

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
は
帰
り

2
便
あ
り
、
帰
り
の
早
便
の

バ
ス
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
小

学
生
を
乗
せ
る
事
は
で
き
な

い
か
？
ま
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
よ
る
肥
満
、
運
動
能
力
の

低
下
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

　
国
道
か
ら
大
屋
原
に
向

か
っ
て
す
ぐ
両
側
の
石
垣
は

怖
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
々

あ
る
。

　
今
ま
で
通
学
路
に
は
の
ぼ

り
旗
あ
っ
た
が
集
合
場
所
等

へ
の
ぼ
り
旗
の
活
用
は
。
ま

た
、
大
屋
原
1
号
線
の
狭
隘

部
等
へ
の
注
意
喚
起
が
必
要

で
あ
る
。
町
と
し
て
安
全
対

策
の
考
え
は
あ
る
か
。

大
屋
原
１
号
線
に
つ
い
て
は
、

現
在
拡
幅
整
備
の
調
査
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
の
立
派
な
プ
ー
ル

　
　
　
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
中
央
小
の
子
供
た
ち

が
29
名
、
応
桑
北
軽
か
ら
が

15
名
、
嬬
恋
の
方
が
40
名
。

送
迎
に
つ
い
て
前
向
き
に
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
教
育
長

　町
の
プ
ー

　
　
　
ル
は
他
町
村
か
ら
の

利
用
者
も
多
く
、
大
会
で
実

績
を
残
し
て
い
る
。
バ
ス
の

利
用
も
プ
ー
ル
だ
け
で
は
な

く
、
部
活
動
の
地
域
移
行
へ

の
動
き
も
進
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
子
ど
も
の
安
全
を
確

保
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
子
供
の
見
守
り
の
家

　
　
　
に
つ
い
て
、
集
合
場

所
が
変
更
に
な
る
の
で
見
直

し
が
必
要
。
浅
間
小
の
こ
ど

も
館
も
ま
だ
動
き
出
し
て
い

な
く
て
、
推
論
で
す
が
、
殆

ど
の
方
が
放
課
後
こ
ど
も
館

の
利
用
を
考
え
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
　
　
教
育
長

　町
内
に
あ

　
　
　
る
見
守
り
の
家
に
つ

い
て
は
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

２
つ
の
子
ど
も
館
は
事
業
者

が
変
わ
り
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
。
開
始
さ
れ
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
面
も
あ
る

が
、
働
く
お
母
さ
ん
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ら
ゆ
る

面
を
想
定
し
、
広
く
武
道
館

等
を
整
備
し
た
。

　
　
　
町
長
　
浅
間
小
の
バ

　
　
　
ス
は
、
こ
れ
か
ら
問

題
や
課
題
が
多
々
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
軌
道

に
乗
せ
る
こ
と
が
重
要
。

　
大
屋
原
1
号
線
に
関
し
て

は
今
に
始
ま
っ
た
問
題
で
は

な
い
。
何
十
年
も
前
か
ら
問

題
視
さ
れ
な
が
ら
も
困
難
な

要
素
が
多
か
っ
た
か
ら
。
し

か
し
、
よ
う
や
く
光
が
見
え

て
来
た
。
入
口
の
道
路
拡
幅

が
行
わ
れ
る
ま
で
は
セ
ン

サ
ー
式
の
回
転
灯
を
設
置
す

る
な
ど
対
応
し
た
い
。
（
道

路
拡
幅
に
関
し
て
は
）
お
金

も
時
間
も
か
か
る
が
重
要
な

課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の

で
、
何
と
し
て
も
や
り
遂
げ

た
い
。



牧山　　明　議員
まきやま あきら

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

心配ないよ!! ひとりで悩まず、なんでも相談してね!!

ヤングケアラーの
相談窓口と支援体制について

心配ないよ!! ひとりで悩まず、なんでも相談してね!!

ヤングケアラーの
相談窓口と支援体制について

第２期町地域福祉計画、
地域福祉活動計画を町づくり
にどう生かして行くのか。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

長
野
原
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
い
く

対
策
で
き
る
も
の
か
ら

実
施
し
て
い
く

考えを問う町の

ヤングケアラーとは

⇒本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に

　行っている子供のこと

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９ ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３９１９ １８

湯本　宗一 　議員
ゆもと そういち

と
な
っ
た
施
策
・
事
業
は
新

規
事
業
が
実
現
し
て
い
る
他
、

少
数
で
も
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
き
め
細
や
か
な
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
継
続
し
て

各
種
施
策
や
事
業
を
実
施
し

て
い
く
と
と
も
に
、
社
会
福

祉
従
事
者
の
専
門
性
の
向
上

や
人
材
育
成
の
推
進
に
つ
い

て
注
力
し
て
、
み
ん
な
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
基

本
理
念
に
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
長
野
原
モ
デ
ル
構

築
を
目
指
し
計
画
に
沿
っ
て

取
り
組
ん
で
行
く
。

　
　
　
平
成
30
年
度
に
町
長

　
　
　
が
提
唱
し
た
長
野
原

町
社
会
福
祉
協
議
会
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
専
門
委
員
会
の

後
に
第
１
期
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。
５
年
経
っ
て
福
祉
の

計
画
で
は
最
上
位
計
画
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
を
活
性
化
さ
せ

　
　
　
５
年
ぶ
り
の
見
直
し

　
　
　
と
な
っ
た
地
域
福
祉

計
画
、
地
域
福
祉
活
動
計
画

で
は
、
第
１
期
計
画
の
実
績

を
踏
ま
え
各
事
業
評
価
が
な

さ
れ
た
。
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
長
野
原
町
を
作
っ

て
い
く
上
で
大
事
な
計
画
と

考
え
る
。
認
知
症
カ
フ
ェ
、
ひ

き
こ
も
り
サ
ロ
ン
、
福
祉
有

償
運
送
な
ど
、
評
価
A
の
も

の
が
18
あ
る
が
、
評
価
B
以

下
が
か
な
り
多
く
、
継
続
的

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
今
年
度
何
に
強
く
取

り
組
ん
で
行
く
の
か
。

　
　
　
町
長
　
こ
の
５
年
間

　
　
　
を
見
る
と
、
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
置

か
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
民

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
施
策
や
事

業
の
展
開
が
行
わ
れ
、
様
々

な
機
関
と
の
連
携
も
模
索
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
事
業
評
価
A

　る
こ
と
が
長
野
原
町
の
福
祉

向
上
に
一
番
寄
与
す
る
と
い

う
町
長
の
ね
ら
い
は
正
し
い

と
思
う
。
社
会
福
祉
士
の
有

資
格
者
が
い
な
い
と
取
り
組

め
な
い
事
業
が
い
く
つ
か
あ

る
。
ま
ず
、
社
会
福
祉
士
の

有
資
格
者
を
も
う
1
人
確
保

す
る
こ
と
に
専
念
す
べ
き

だ
。

　
　
　
町
長
　
今
年
度
２
回

　
　
　
社
会
福
祉
士
の
募
集

を
し
て
試
験
も
し
て
い
る
が
、

獲
得
に
至
っ
て
い
な
い
。
令

和
６
年
度
は
通
年
で
募
集
し

て
行
き
た
い
。
社
会
福
祉
協

議
会
へ
は
新
年
度
３
名
の
正

職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決

め
て
い
る
。
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保

に
努
め
て
行
く
。

　
　
　

　
　
　
町
民
の
福
祉
向
上
は

　
　
　
地
方
自
治
体
の
一
番

重
要
な
目
標
な
の
で
施
政
方

針
の
中
で
は
必
ず
一
言
で
も

二
言
で
も
い
い
か
ら
触
れ
て

も
ら
い
た
い
。
高
齢
者
や
障

害
を
持
っ
て
い
る
人
、
生
活

に
困
窮
し
て
い
る
人
な
ど
も

含
め
る
と
相
当
の
人
達
が
福

祉
の
向
上
に
は
期
待
を
寄
せ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
町
長
　
地
域
包
括
ケ

　
　
　
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
は

こ
ん
な
小
さ
な
町
だ
け
で
で

き
る
と
思
っ
て
い
な
い
。
西
吾

妻
地
域
に
は
西
吾
妻
福
祉
病

院
と
い
う
拠
点
も
あ
る
の
で
、

町
長
と
し
て
他
町
村
に
も
分

担
や
連
携
協
力
を
求
め
声
を

挙
げ
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
も
広
域
で
の
構
築
を

考
え
た
い
。

　変
化
等
が
見
受
け
ら
れ
た
場

合
に
は
、
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
の
実
務
者
会
議

や
ケ
ー
ス
会
議
の
中
で
、
県

の
児
童
相
談
所
や
警
察
等
の

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

　
　
　
町
と
し
て
も
、
し
っ  

　
　
　
か
り
と
実
態
を
把
握

し
、
効
果
的
な
支
援
が
届
け

ら
れ
る
よ
う
実
効
性
の
あ
る

仕
組
み
の
構
築
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

把
握
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど

　
　
　
群
馬
県
で
は
昨
年
６

　
　
　
月
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
窓
口
が
設
置
さ
れ
た
。

　
長
野
原
町
で
は
、
こ
の
窓

口
に
つ
な
げ
る
支
援
体
制
、

仕
組
み
な
ど
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
ラ
イ
ン
や
メ
ー
ル
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
相
談

で
き
る
支
援
体
制
、
制
度
、

仕
組
み
な
ど
は
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
　
　
町
長
　
県
が
開
設
し

　
　
　
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓

口
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
電
話
相
談
の
ほ
か
、
ラ
イ

ン
相
談
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

チ
ャ
ッ
ト
相
談
が
で
き
る
体

制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
こ
の
相
談

窓
口
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
学
校
を
通
じ
て
子
供
の

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
長
　
子
供
た
ち
が

　
　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な

の
か
ど
う
か
。
そ
の
情
報
を

つ
か
め
る
一
番
の
場
所
は
学

校
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
学
校
の

先
生
、
教
職
員
な
ど
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
理
解
度
を
深
め

る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
子
供
た

ち
と
向
き
合
う
こ
と
が
一
番

重
要
な
こ
と
だ
。

　
町
の
保
健
師
や
民
生
委
員

の
人
に
も
力
を
頼
る
こ
と
も

あ
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
対
象
者
が

お
年
寄
り
な
の
か
、
障
害
者

な
の
か
、
そ
れ
と
も
弟
妹
の

世
話
な
の
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て

は
当
町
と
し
て
も
サ
ー
ビ
ス

で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま

ず
は
、
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
が
一
番
重
要
で
あ
る
。
各
議

員
か
ら
も
地
域
の
声
や
様
々

な
情
報
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　
改
め
て
、
県
が
開
設

　
　
　
し
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
窓
口
に
、
当
事
者
本
人
や

家
族
を
積
極
的
に
つ
な
げ
て

い
く
よ
う
、
町
の
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用

し
、
啓
発
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
町
長
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア

　
　
　
ラ
ー
に
限
ら
ず
い
ろ

い
ろ
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

子
供
た
ち
も
い
る
の
で
、
子

供
た
ち
を
救
う
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
の
か
？
子
供
た
ち

と
ど
う
向
き
合
え
る
の
か
？

寄
り
添
う
こ
と
が
重
要
な
こ

と
だ
。
こ
れ
か
ら
も
、
苦
し
ん

で
い
る
子
供
た
ち
が
、
皆
さ

ま
の
周
り
に
い
た
ら
、
そ
の

声
を
ぜ
ひ
と
も
町
へ
届
け
て

い
た
だ
き
た
い
。
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湯本　宗一 　議員
ゆもと そういち

と
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テ
ム
長
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原
モ
デ
ル
構
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。
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ぶ
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績
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踏
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取
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。

　
　
　
町
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コ
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デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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携
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す
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取
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る
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祉
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だ
。
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６
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。
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触
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齢
者
や
障

害
を
持
っ
て
い
る
人
、
生
活

に
困
窮
し
て
い
る
人
な
ど
も

含
め
る
と
相
当
の
人
達
が
福

祉
の
向
上
に
は
期
待
を
寄
せ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
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菜
の
花
畑
に
蝶
が
舞
い
あ
そ
び
、
春
爛

漫
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
ピ
カ
ピ
カ
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
元
気
に
学
校
へ
行

く
新
一
年
生
。
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
希
望
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
新
社
会
人
の
皆
様
。輝
く
皆
様
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
天
地
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。

　
本
年
４
月
か
ら
は
浅
間
小
学
校
が
開
校

し
、
町
の
教
育
環
境
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
す
。
町
議
会
と
し
て
も
心
新
た

に
よ
り
一
層
、
町
の
諸
課
題
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
町
民
の
皆
様
の
心
に
よ
り
添
え

る
よ
う
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
新
た
な
議
会
体
制
と
な

り
、
町
民
の
皆
様
に
ご
支
援
・
ご
協
力
い

た
だ
い
た
こ
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
議
会
活
動
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
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広報委員

第４２回長野原町教育研究会研究発表会

長野原町文化講演会

長野原町議会全員協議会

令和６年３月第１回長野原町議会定例会

群馬県市町村振興協会評議員会議事録への署名

長野原町社会福祉協議会理事会

令和６年３月第１回長野原町議会定例会

（２日目）

長野原中学校第１回卒業証書授与式

第８回北軽井沢連絡会議

令和５年度スマイルボウリング大会

応桑小学校卒業式

北軽井沢小学校卒業式

応桑小学校閉校式

北軽井沢小学校閉校式

３組合議会（環境衛生施設組合・衛生施設組合・

西吾妻福祉病院組合）

西吾妻福祉病院組合管理運営協議会

にしあがつま福祉会評議員会

令和６年３月第１回長野原町議会定例会

（３日目）

災害対策特別委員会

上信自動車道 吾妻西バイパス開通記念式典

中央こども園修了証書授与式

応桑こども園修了証書授与式

中央小学校卒業式

社会福祉協議会理事会

第２回共同募金運営委員会

吾妻環境施設組合第１回臨時会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会定例会

1日

3日

5日

7日

12日

13日

14日

15日

18日

19日

20日

21日

22日

26日

27日

長野原町母子寡婦の会総会

吾妻大国魂神社奉賛会長野原支部総会

浅間小学校開校式

浅間小学校入学式

中央小学校入学式

長野原中学校入学式

中央こども園入園式

応桑こども園入園式

広報編集委員会

第12旅団創立23周年・

相馬原駐屯地創設65周年記念行事

ＡＳＡＭＡ　ＰＥＡＫｓお披露目会

▲応桑小学校閉校式

▲北軽井沢小学校閉校式

4日

8日

9日

12日

13日

18日

３月

４月

議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

表紙の写真
令和６年４月８日に挙行されました浅間小学校の開校記
念式典の様子です。


